
一般社団法人日本病院会会長 殿

基発 0515第 3号

平成27年 5月 15日

厚生労働省労働基準局長

（公印省略）

労働安全衛生法の一部を改正する法律の施行に伴う厚生労働省関係省令の

整備に関する省令等の施行について（外国登録製造時等検査機関等、受動

喫煙の防止及び特別安全衛生改善計画関係）

労働安全衛生法の一部を改正する法律（平成26年法律第82号。以下「改正法」と

いう。）については、平成26年6月25日に公布され、その主たる内容については、
同日付け基発0625第 4号をもって通達したところです。また、これまで、労働安全

衛生法の一部を改正する法律の施行期日を定める政令（平成26年政令第325号）、労

働安全衛生法施行令等の一部を改正する政令（平成26年政令第326号）等の関係法令

の整備を行い、電動ファン付き呼吸用保護具の譲渡等制限及び型式検定の対象への

追加に係る規定及び建設物又は機械等の設置等の計画の届出義務を廃止する規定に

ついては、平成26年12月 1日付けで施行されたところです。

今般、平成27年 6月 1日付けで施行される外国登録製造時等検査機関等に係る規

定及び特別安全衛生改善計画に係る規定に関し必要な関係省令の整備を行うため、

労働安全衛生法の一部を改正する法律の施行に伴う厚生労働省関係省令の整備に関

する省令（平成27年厚生労働省令第94号。以下「改正省令」という。）が、平成27

年 4月15日に公布され、平成27年 6月 1日から施行されることとなっています。ま

た、改正法の受動喫煙の防止に係る規定も、平成27年 6月 1日付けで施行されるこ

ととなっています。

つきましては、改正法による改正後の労働安全衛生法（昭和47年法律第57号）、

改正省令による改正後の労働安全衛生規則（昭和47年労働省令第32号）及び関係省

令の趣旨、内容等は、別添のとおりでありますので、これらを十分にご理解し、ただ

き、会員等への周知を図ること等により、本改正内容等の周知徹底にご協力を賜り

ますようお願い申し上げます。



都道府県労働局長殿

基発 0515第 1号

平成27年5月15日

厚生労働省労働基準局長

（公印省略）

労働安全衛生法の一部を改正する法律の施行に伴う厚生労働省関係省令の

整備に関する省令等の施行について（外国登録製造時等検査機関等、受動

喫煙の防止及び特別安全衛生改善計画関係）

労働安全衛生法の一部を改正する法律（平成26年法律第82号。以下「改正法j と

いう。）については、平成26年 6月25日に公布され、その主たる内容については、

同日付け基発0625第4号をもって通達したところである。また、これまで、労働安

全衛生法の一部を改正する法律の施行期日を定める政令（平成26年政令第325号）、

労働安全衛生法施行令等の一部を改正する政令（平成26年政令第326号）等の関係法

令の整備を行い、電動ファン付き呼吸用保護具の譲渡等制限及び型式検定の対象へ

の追加に係る規定及び建設物又は機械等の設置等の計画の届出義務を廃止する規定

については、平成26年12月 1日付けで施行されたところである。

今般、平成27年6月 1日付けで施行される外国登録製造時等検査機関等に係る規
定及び特別安全衛生改善計画に係る規定に関し必要な関係省令の整備を行うため、

労働安全衛生法の一部を改正する法律の施行に伴う厚生労働省関係省令の整備に関

する省令（平成27年厚生労働省令第94号。以下「改正省令」という。）が、平成27

年4月15日に公布され、平成27年6月 1日から施行されることとなっている。また、

改正法の受動喫煙の防止に係る規定も、平成27年 6月 1日付けで施行されることと

なっている。

改正法による改正後の労働安全衛生法（昭和47年法律第57号。以下「法j とい

う。）、改正省令による改正後の労働安全衛生規則（昭和 47年労働省令第 32号。

以下「規則」という。）及び関係省令の趣旨、内容等は、下記のとおりであるので、

これらを十分に理解の上、関係者への周知徹底を図るとともに、特に下記の事項に

留意して、その運用に遺漏のないようにされたい。
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記

第 1 改正法の趣旨

I 労働安全衛生法関係

1 外国登録製造時等検査機関等（第52条の 3等関係）

厚生労働大臣の登録を受けて、製造時等検査、性能検査、個別検定又は型式

検定（以下「製造時等検査等」という。）を行う登録製造時等検査機関、登録

性能検査機関、登録個別検定機関又は登録型式検定機関（以下「登録製造時等

検査機関等J という。）について、日本国内に製造時等検査等の業務を行う事

務所を有しない外国に立地する機関についても、外国登録製造時等検査機関、

外国登録性能検査機関、外国登録個別検定機関又は外国登録型式検定機関（以

下「外国登録製造時等検査機関等Jという。）として登録を受けられるものと

したこと。

外国登録製造時等検査機関等に対する法第46条から第51条まで（第53条の 3、

第54条及び第54条の 2において準用する場合を含む。）、第103条第 2項、第

112条及び第112条の 2 （第 1項第 5号の外国登録製造時等検査機関等の登録の

取消しに係る公示を除く。）の規定の適用については、登録製造時等検査機関

等に対するものと同様であり、具体的には平成16年3月19日付け基発第0319009

号で示したとおりであること。

法第53条第 2項第5号で外国登録製造時等検査機関等に求める「必要な報告J

として、法第100条第2項の規定により登録製造時等検査機関等に報告が義務付

けられている事項と同等の報告を求める予定であること。

2 受動喫煙の防止（第68条の 2等関係）

(1) 改正法の要点

イ 受動喫煙防止措置の努力義務（第68条の 2関係）

労働者の健康の保持増進の観点から、事業者は、労働者の受動喫煙（室

内又はこれに準ずる環境において、他人のたばこの煙を吸わされることを

いう。以下同じ。）を防止するため、当該事業者及び事業場の実情に応じ

適切な措置を講ずるよう努めるものとしたこと。

具体的には、事業者において、当該事業者及び事業場の実情を把握・分

析し、その結果等を踏まえ、実施することが可能な労働者の受動喫煙の防

止のための措置のうち、最も効果的なものを講ずるよう努めるものとする

こと。

ロ 国の援助（第71条第 1項関係）

国は、労働者の健康の保持増進に関する措置の適切かっ有効な実施を図

るため、受動喫煙の防止のための設備の設置の促進その他の必要な援助に

努めるものとしたこと。

本通達の発出日現在において、国が実施している援助は以下のとおりで

ある。なお、平成28年度以降の各年度の支援事業に関しては、当該年度に

おける支援事業開始時に別途連絡する予定である。
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① 受動喫煙防止対策助成金（喫煙室等の設置費用について費用の 1/
2 （最大200万円）を助成）

② 相談支援業務（技術的な相談に対する相談窓口、説明会の開催、講

師派遣等）

③ 測定支援業務（デジタノレ粉じん計等職場環境の実態把握を行うため

の測定機器貸与、実地における測定の実演等）

(2) 改正法の細部事項

イ 受動喫煙防止措置の努力義務（第68条の 2関係）
① 「事業者及び事業場の実情Jについて

労働者の受動喫煙を防止するための措置を講ずるに当たって考慮する

「事業者及び事業場の実情Jとしては、例えば、以下のようなものがあ

ること。この場合において、特に配慮すべき労働者がいる場合は、これ

らの者の受動喫煙を防止するため格別の配慮を行うこと。

特に配慮すべき労働者の有無（例：妊娠している者、呼吸器・循環

器に疾患をもっ者、未成年者）

職場の空気環境の測定結果

事業場の施設の状況（例：事業場の施設が賃借であること、消防法

等他法令による施設上の制約）

労働者及び顧客の受動喫煙防止対策の必要性に対する理解度

労働者及び顧客の受動喫煙防止対策に関する意見・要望

労働者及び顧客の喫煙状況

② 事業者及び事業場の実情の分析及び労働者の受動喫煙を防止するため

の措置の決定について

職場の受動喫煙防止対策については様々な意見があるため、各立場の

者から適宜意見等を聴取し、当該聴取結果その他の事業者及び事業場の

実情を踏まえつつ、例えば、衛生委員会又は安全衛生委員会（以下「衛

生委員会等j という。）において検討し、講ずる措置を決定すること。

なお、各事業場が効果的に受動喫煙防止対策に取り組むために参考と

なると考えられる事項を別途通知することとしているので、講ずる措置

の決定の際は、事業者及び事業場の実情に応じ、当該通達も適宜参考と

すること。

③ 「適切な措置」について

「適切な措置Jとは、当該事業者及び事業場の実情を把握・分析した

結果等を踏まえ、実施することが可能な労働者の受動喫煙の防止のため

の措置のうち、最も効果的なものであるが、当該措置には、施設・設備

面（ハード面）の対策だけでなく、例えば以下のようなソフト面の対策

も含まれること。

受動喫煙防止対策の担当部署の指定

受動喫煙防止対策の推進計画の策定

受動喫煙防止に関する教育、指導の実施等
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受動喫煙防止対策に関する周知、掲示等

④ 衛生委員会等の付議事項について

改正法の施行に伴い、法第18条第 1項第 2号の「労働者の健康の保持

増進を図るための基本となるべき対策」及び規則第22条第 8号の「労働

者の健康の保持増進を図るため必要な措置」に職場の受動喫煙防止対策

が含まれることとなること。

ロ 通達の廃止について

本通達をもって、平成is年 5月9日付け基発第0509001号「職場における
喫煙対策のためのガイドラインについてJは廃止する。

3 特別安全衛生改善計画（第78条関係）

特別安全衛生改善計画制度は、労働安全衛生法令等に違反したことを原因と

した同様の重大な労働災害を複数の事業場で発生させた事業者に対し、厚生労

働大臣が当該事業者の全ての事業場における再発防止のための安全又は衛生に

関する改善計画の作成を指示することができるものであること。

II 労働者派遣事業の適正な運営の確保及び派遣労働者の保護等に関する法律関係

法第68条の 2に基づく受動喫煙防止に関し講ずべき措置については、派遣中の

労働者に関し、派遣先事業者が事業者としての努力義務を負うものとしたこと。

（第45条第 3項関係）

第2 関係省令の改正の要点

I 労働安全衛生規則関係（特別安全衛生改善計画関係）

1 法第78条第 1項の「重大な労働災害Jは、労働災害のうち、次のいずれかに

該当するものとする旨を定めたこと。 （第84条第 1項関係）

(1) 死亡災害

(2) 負傷又は疾病により、労働者災害補償保険法施行規則別表第一の障害等級

第 1級から第 7級までのいずれかに該当する障害が生じたもの又は生じるお

それのあるもの

2 法第78条第 1項の「重大な労働災害の再発を防止するため必要がある場合j

は、次のいずれにも該当する場合とする旨を定めたこと。（第84条第 2項関係）

(1) 重大な労働災害を発生させた事業者が、当該重大な労働災害を発生させた

日から起算して 3年以内に、他の事業場において当該重大な労働災害と再発

防止策が同様である重大な労働災害を発生させた場合

(2) (1）の事業者が発生させた複数の重大な労働災害が、いずれも労働安全衛

生法等の安全又は衛生に係る関係法令の規定に違反して発生させたもので

ある場合

3 事業者に対して特別安全衛生改善計画の作成を指示する場合は、特別安全衛

生改善計画作成指示書（様式第19号）によるものとしたこと。 （第84条第 3項

関係）
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4 特別安全衛生改善計画の作成を指示された事業者は、当該指示書に記載され

た提出期限までに、計画の対象とする事業場、計画の期間及び実施体制、事業

者が発生させた重大な労働災害の再発を防止するための措置等を記載した計画

を作成し、厚生労働大臣に提出しなければならないものとしたこと。 （第84条

第4項関係）

5 事業者に対して特別安全衛生改善計画を変更の指示する場合は、特別安全衛

生改善計画変更指示書（様式第19号の 2）によるものとし、変更を指示された

事業者は、特別安全衛生改善計画変更届（様式第19号の 3）により、これを厚

生労働大臣に提出するものとしたこと。 （第84条の 2関係）

II 労働安全衛生法及びこれに基づく命令に係る登録及び指定に関する省令関係

（外国登録製造時等検査機関等関係）

1 登録の申請

外国登録製造時等検査機関等の登録の申請をしようとする者が提出すべき添

付書類について、申請者が、外国法令に基づいて設立された法人である場合に

は、定款又は寄附行為及び登記事項証明書に準ずるものを、外国に居住する外

国人である場合には、住民票の写しに準ずるものを提出するものとした亡と。

（第 1条の 3、第3条、第12条及び第19条の 4関係）

2 外国登録製造時等検査機関等への立入検査に係る旅費の額等

外国登録製造時等検査機関等の事務所に対して行う立入検査に要する費用の

うち外国登録製造時等検査機関等が負担すべき旅費相当額の細目について、以

下のとおり定めるものとしたこと。（第 1条の 8の2から第 1条の 8の 4まで、

第 8条の 2、第17条の 2及び第19条の 9の2関係）

イ 旅費相当額は、国家公務員等の旅費に関する法律（昭和25年法律第104号。

以下「旅費法Jという。）の規定の例により計算した旅費の額とするものと

すること。

ロ 旅費相当額の計算に当たって、在勤官署の所在地は、東京都千代田区霞が

関1丁目 2番 2号とすること。

ハ 旅費相当額の細目として、支度料は算入せず、立入検査の日数は事務所ご

とに 3日とし、旅行雑費は 1万円とすること。ただし、厚生労働大臣が、旅

費法第46条第 1項の規定により、実費を超えることとなる部分又は必要とし

ない部分の旅費を支給しないときは、その部分は算入しないこととする。

3 業務の引継ぎ等

法第53条の 2第 1項に規定する場合における、外国登録製造時等検査機関等

の業務の引継ぎ等に関し、必要な事項を定めたこと。 （第 1条の10第 2項、第

10条の 2第 2項及び第19条第 2項関係）

第 3 細部事項（労働安全衛生規則関係）

1 法第78条第 1項の「厚生労働省令で定める重大な労働災害」 （第84条第 1項

5 



関係）

(1) 第 2号の「生じるおそれのあるものJについては、事業者が発生させた重

大な労働災害についての再発防止対策を速やかに行う必要性に鑑み、労働者

災害補償保険法施行規則別表第 1の障害等級第 1級から第 7級までのいずれ

かに該当する障害が生じたものとして労災認定がなされたもののほか、労働

災害が発生した時点において、労働災害の負傷等の程度から、障害等級第 1

級から第 7級までのいずれかに該当する障害を生じるおそれがあると判断さ

れるものを含むこととしたものであること。

具体的には、事業者より提出のあった労働者死傷病報告書又は災害調査の

結果等において、障害等級第 1級から第 7級までの障害を生じるおそれのあ

る労働災害に該当するか否かを判断するものであること。

(2) (1）において、労働災害が発生した時点において、その負傷等の程度から、

障害を生じるおそれがあるか否かが判断できないものは、当該時点において

は重大な労働災害には該当しないものであること。ただし、その後の労災認

定においで障害等級第 7級以上であることが確定した場合には、重大な労働

災害に該当するものであり、この場合、第84条第2項第 1号の「重大な労働

災害を発生させた日 Jとは、当該労災認定がなされた日ではなく、当該重大

な労働災害が発生した日として取り扱うこと。

なお、例えば、重大な労働災害が遅発性の疾病である場合は、診断によっ

て当該疾病にかかったことが確定した日を、当該負傷又は疾病が原因で死亡

した場合には、負傷した日又は診断によって疾病にかかったことが確定した

日を、それぞれ「重大な労働災害が発生させた日 j とする。

(3) 本制度における「重大な労働災害」については、改正法の施行日以降に発

生したものを対象とし、施行日以前に発生したものは対象とならないもので

あること。

2 法第78条第 1項の「厚生労働省令で定める場合j （第84条第2項関係）

(1) 第 1号の「当該重大な労働災害が発生した事業場以外の事業場Jとは、重

大な労働災害を発生させた企業（事業者）の事業場のうち、当該重大な労働

災害を発生させた事業場以外の事業場を指すものであること。このため、同

一事業場で重大な労働災害を繰り返し発生させた場合は含まないこと。

なお、同一事業場で重大な労働災害を繰り返し発生させた場合は、従前の

とおり、法第79条に基づく都道府県労働局長による安全衛生改善計画の作成

指示の対象事業場となり得るものであること。

また、ここでいう「事業場j は、建設現場についてはミ現場事務所があっ

て、当該現場において労務管理が一体として行われている場合を除き、直近

上位の機構をいうこと。

重大な労働災害を発生させた企業の合併や分社化があった場合であっても、

企業の安全衛生管理体制が継続され、重大な労働災害を発生させた事業場の

事業も承継会社として継続している場合であって、継承後も継承前と同様の

重大な労働災害を繰り返し発生させている場合は、同一企業において発生し
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た重大な労働災害として取り扱うものとすること。

(2) 第 1号の「当該重大な労働災害と再発を防止するための措置が同様で、ある

重大な労働災害J とは、原則として、重大な労働災害の原因となった起因物

（小分類）と事故の型が同じである場合とすること。ただし、これを原則と

しつつも、改正法の趣旨が同一企業内における重大な労働災害の再発防止で

あることから 事業者が発生させた複数の事業場における重大な労働災害に

ついて、必要となる再発防止対策が同様であり、当該対策を企業内で水平展

開することが、企業内の他の事業場における同様の災害防止に有効であるも

のについては、 「当該重大な労働災害と再発を防止するための措置が同様で、

ある重大な労働災害Jに該当するか否かについて、個別に判断するものとす

ること。

(3) 第 2号では、関係法令の規定に違反して発生させたものであることが要件

とされているが 本制度が三重大な労働災害の再発を防止するため、当該企

業における安全又は衛生の改善を図るものであることから、関係法令には労

働安全衛生関係法令のほか、労働基準法及びこれに基づく命令の規定のうち、

年少者等に対する危険有害業務に係る規定等の安全又は衛生に係るものにつ

いても含めるものであること。具体的には、次に掲げる規定の違反が対象と

なること。

労働基準法第36条第 1項ただし書及び労働基準法施行規則第18条

労働基準法第62条並びに年少者労働基準規則第 7条及び第8条

労働基準法第63条

労働基準法第64条の 2及び女性労働基準規則第 1条

労働基準法第64条の 3及び女性労働基準規則第2条及び第3条

(4) 第 2号の「違反して発生させたものである場合Jとは、重大な労働災害が
本号で列記した関係法令の規定に違反して発生させたものである場合をいう

こと。よって、労働災害が発生した事業場で確認された、重大な労働災害の

発生とは関連しない法令違反は含まれないこと。また、例えば、法第28条の

2に基づく危険性又は有害性等の調査等の措置のような事業者の努力義務の

措置が定められている規定は、含まないものであること。

(5) 法では、基本的に事業者の労働災害防止のための措置義務が規定されてい

るが、法第31条の規定など、一部、関係請負人の労働者を含めた労働災害防

止の措置として、元方事業者等に措置義務を定めた規定がある。例えば、関

係請負人の事業者が実施すべきとされておらず、元方事業者等が自ら実施す

べき措置に係る関係法令の違反が原因となって重大な労働災害が発生したと

きには、被災者が、自らの使用する労働者ではなく関係請負人の労働者であっ

た場合でも、当該元方事業者等が再発防止のための措置を講ずべきものであ

ることから、当該元方事業者等により発生させた重大な労働災害として取り

扱うものであること。

(6) 本制度の趣旨は、同様の重大な労働災害の再発を防止するため、必要な対

策を企業（事業者）の関係事業場に水平展開することにあるため、例えば、
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特別安全衛生改善計画の作成対象であることが当該重大な労働災害の発生日

から一定の時間を経過後に判明した企業について、その計画の作成指示を行

う段階において、既に企業の全社的な再発防止対策が実施されていることが

確認された場合又は再発防止対策の対象となる作業が全て廃止されている場

合などについては、当該計画の作成の指示は行わないものであること。

3 特別安全衛生改善計画指示書（第84条第 3項関係）

特別安全衛生改善計画作成指示書（様式第19号）に記載する計画の提出期限

については、事業者が発生させた重大な労働災害の態様、必要となる計画の

範囲等を勘案し、厚生労働大臣が個別に設定するものであること。

4 特別安全衛生改善計画の記載事項（第84条第4項関係）

( 1) 特別安全衛生改善計画の提出は、当該事業者の本社事業場を管轄する都道

府県労働局労働基準部健康安全主務課を経由して厚生労働大臣に提出される

ものであること。

(2) 第2号の「計画の対象とする事業場」とは、重大な労働災害が発生した事

業場と同様の作業が存在する等、同様の労働災害が発生する可能性のある全

ての事業場であること。

5 特別安全衛生改善計画の変更の指示等（第84条の 2関係）

(1) 第 1項の特別安全衛生改善計画の変更の指示Pを行う場合としては、当該計

画が発生させた重大な労働災害の原因に対応した対策の内容になっていない

とき、当該計画の対象が重大な労働災害の発生した事業場のみに止まってお

り、他の関連する事業場で同様の労働災害の発生を防止するものになってい

ないときが含まれること。

(2) 特別安全衛生改善計画変更指示書（様式第19号の 2）に記載する当該計画

の提出期限については、 3と同様で、あること。

6 勧告・公表（法第78条第 5項及び第 6項関係）

勧告・公表の手続きについては、改正法に規定されたところであるが、詳

細は次のとおりであること。

(1) 法第78条第 5項の厚生労働大臣による勧告は、 3の特別安全衛生改善計画

作成指示書又は 5の特別安全衛生改善計画変更指示書による指示を受けたに

もかかわらず計画を提出しない場合や特別安全衛生改善計画を守っていない

と認められる場合において、重大な労働災害が再発するおそれがあると認め

られるときに対象となるものであること。

(2) (1)の勧告において示された必要な措置をとることに着手しない場合は、

法第78条第6項の公表の対象となること。

(3) 法第78条第6項に規定する公表については、企業の名称及び本社事業場の

所在地、発生させた重大な労働災害の概要、公表するに至った事由について

行二うものであること。

7 その他

本制度における「重大な労働災害」については、 1のとおりであるが、従来

より一度に 3名以上が被災する労働災害を「重大災害」と定義していたものと
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は異なるものであることに注意すること。

第4 その他

I その他関係省令の改正（改正省令第 3条から第6条まで関係）

産業安全専門官及び労働衛生専門官規程（昭和47年労働省令第46号）及び作業

環境測定法施行規則（昭和50年労働省令第20号）について、所要の改正を行った

こと。

II 様式に関する経過措置（改正省令附則第 3項関係）

改正前の規則第84条の規定による安全衛生改善計画作成指示書並びに第95条の

3及び第95条の 3の2の規定による証票並びに改正前の産業安全専門官及び労働
衛生専門官規程第 5条の規定による証票は、当分の問、それぞれ、改正後の規則

第84条の 3の規定による安全衛生改善計画作成指示書並びに第95条の 3及び第95

条の 3の2の規定による証票並びに改正後の産業安全専門官及び労働衛生専門官

規程第5条の規定による証票とみなすものとしたこと。
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検

査

の

結

果

が

通

知

さ

れ

る

よ

う

に

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

一

（

労

働

者

の

同

意

の

取

得

等

）

一

第
五
十
二
条
の
十
三
法
第
六
十
六
条
の
十
第
二
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
労
働
者
の
同
意
の
取
得
は
、
書
面
文
は
電
一

磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
一

ら
れ
る
記
録
で
あ
っ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
よ
ら
一

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

一

2

事
業
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
検
査
を
受
け
た
労
働
者
の
同
意
を
得
て
、
当
該
検
査
を
行
っ
た
医
師
等
か
ら
一

当
該
労
働
者
の
検
査
の
結
果
の
提
供
を
受
け
た
場
合
に
は
、
当
該
検
査
の
結
果
に
基
づ
き
、
当
該
検
査
の
結
果
の
一

記

録

を

作

成

し

て

、

こ

れ

を

五

年

間

保

存

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

一

（

検

査

結

果

の

集

団

ご

と

の

分

析

等

）

一

第
五
十
二
条
の
十
四
事
業
者
は
、
検
査
を
行
っ
た
場
合
は
、
当
該
検
査
を
行
っ
た
医
師
等
に
、
当
該
検
査
の
結
果
一

を
当
該
事
業
場
の
当
該
部
署
に
所
属
す
る
労
働
者
の
集
団
そ
の
他
の
一
定
規
模
の
集
団
ご
と
に
集
計
さ
せ
、
そ
の
一

結

果

に

つ

い

て

分

析

さ

せ

る

よ

う

努

め

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

一

2

事
業
者
は
、
前
項
の
分
析
の
結
果
を
勘
案
し
、
そ
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
集
団
の
労
働
者
の
一

実
情
を
考
慮
し
て
、
当
該
集
団
の
労
働
者
の
心
理
的
な
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
一

め

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

一

（

面

接

指

導

の

対

象

と

な

る

労

働

者

の

要

件

）

一

第
五
十
二
条
の
十
五
法
第
六
十
六
条
の
十
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
件
は
、
検
査
の
結
果
、
心
理
的
一

な
負
担
の
程
度
が
高
い
者
で
あ
っ
て
、
同
項
に
規
定
す
る
面
接
指
導
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
面
接
指
導
」
と
一

い
う
。
）
を
受
付
る
必
要
が
あ
る
と
当
該
検
査
を
行
っ
た
医
師
等
が
認
め
た
も
の
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。
一

（

面

接

指

導

の

実

施

方

法

等

）

一

第
五
十
二
条
の
十
六
法
第
六
十
六
条
の
十
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
（
以
下
と
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
申
一

出
」
と
い
う
。
）
は
、
前
条
の
要
件
に
該
当
す
る
労
働
者
が
検
査
の
結
果
の
通
知
を
受
け
た
後
、
遅
滞
な
く
行
う
も
一

の

と

す

る

。

一

2

事
業
者
は
、
前
条
の
要
件
に
該
当
す
る
労
働
者
か
ら
申
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
面
接
指
導
を
行
わ
一

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3

検
査
を
行
っ
た
医
師
等
は
、
前
条
の
要
件
に
該
当
す
る
労
働
者
に
対
し
て
、
申
出
を
行
う
よ
う
勧
奨
す
る
と
と

が
で
き
る
。

（号外第87号）報官水曜日平成27年4月 15日

（
面
接
指
導
に
お
け
る
確
認
事
項
）

第
五
十
二
条
の
十
七
医
師
は
、
面
接
指
導
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
申
出
を
行
っ
た
労
働
者
に
対
し
、
第
五
十
二

条
の
九
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
確
認
を
行
う
も
の
と
す
る
。

一
当
該
労
働
者
の
勤
務
の
状
況

－
一
一
当
該
労
働
者
の
心
理
的
な
負
担
の
状
況

三
前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
当
該
労
働
者
の
心
身
の
状
況

（
面
接
指
導
結
果
の
記
録
の
作
成
）

第
五
十
二
条
の
十
八
事
業
者
は
、
面
接
指
導
の
結
果
に
基
づ
き
、
当
該
面
接
指
導
の
結
果
の
記
録
を
作
成
し
て
、

こ
れ
を
五
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

前
項
の
記
録
は
、
前
条
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
一
実
施
年
月
日

二
当
該
労
働
者
の
氏
名

三
面
接
指
導
を
行
っ
た
医
師
の
氏
名

四
法
第
六
十
六
条
の
十
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
医
師
の
意
見

（
面
接
指
導
の
結
果
に
つ
い
て
の
医
師
か
ら
の
意
見
聴
取
）

第
五
十
二
条
の
十
九
面
接
指
導
の
結
果
に
基
づ
く
法
第
六
十
六
条
の
十
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
医
師
か
ら
の
意
見

聴
取
は
、
面
接
指
導
が
行
わ
れ
た
後
、
遅
滞
な
く
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
指
針
の
公
表
）

第
五
十
二
条
の
二
十
第
二
十
四
条
の
規
定
は
、
法
第
六
十
六
条
の
十
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
指
針
の
公
表
に
つ
い

て
準
用
す
る
。

（
検
査
及
び
面
接
指
導
結
果
の
報
告
）

第
五
十
二
条
の
二
十
一
常
時
五
十
人
以
上
の
労
働
者
を
使
用
す
る
事
業
者
は
、
一
年
以
内
ご
と
に
一
回
、
定
期
に
、

心
理
的
な
負
担
の
程
度
を
把
握
す
る
た
め
の
検
査
結
果
等
報
告
書
（
様
式
第
六
号
の
一
一
）
を
所
轄
労
働
基
準
監
督

署
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．

第
一
編
第
八
章
の
章
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
八
章
特
別
安
全
衛
生
改
善
計
画
及
び
安
全
衛
生
改
善
計
画

第
八
十
四
条
に
見
出
し
と
し
て
「
（
安
全
衛
生
改
善
計
画
の
作
成
の
指
示
）
」
を
付
し
、
同
条
中
「
第
七
十
八
条
第
一

項
」
を
「
第
七
十
九
条
第
一
項
」
に
、
「
様
式
第
十
九
号
」
を
「
様
式
第
十
九
号
の
四
」
に
改
め
、
第
一
編
第
八
章
中

同
条
を
第
八
十
四
条
の
三
と
し
、
同
条
の
前
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
特
別
安
全
衛
生
改
善
計
画
の
作
成
の
指
示
等
）

第
八
十
四
条
法
第
七
十
八
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
重
大
な
労
働
災
害
は
、
労
働
災
害
の
う
ち
、
次

の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

一
労
働
者
が
死
亡
し
た
も
の

二
労
働
者
が
負
傷
し
、
又
は
疾
病
に
か
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
施
行
規
則
（
昭
和
三

十
年
労
働
省
令
第
二
十
二
号
）
別
表
第
一
第
一
級
の
項
か
ら
第
七
級
の
項
ま
で
の
身
体
障
害
欄
に
掲
げ
る
障
害

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
障
害
が
生
じ
た
も
の
又
は
生
じ
る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の



（号外第87号）

法
第
七
十
八
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
場
合
と
す

る。一
前
項
の
重
大
な
労
働
災
害
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
重
大
な
労
働
災
害
」
と
い
う
。
）
を
発
生
さ
せ
た
事
業

者
が
、
当
該
重
大
な
労
働
災
害
を
発
生
さ
せ
た
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
以
内
に
、
当
該
重
大
な
労
働
災
害
が
発

生
し
た
事
業
場
以
外
の
事
業
場
に
お
い
て
、
当
該
重
大
な
労
働
災
害
と
再
発
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
が
同
様

で
あ
る
重
大
な
労
働
災
害
を
発
生
さ
せ
た
場
合

二
前
号
の
事
業
者
が
発
生
さ
せ
た
重
大
な
労
働
災
害
及
び
当
該
重
大
な
労
働
災
害
と
再
発
を
防
止
す
る
た
め
の

措
置
が
同
様
で
あ
る
重
大
な
労
働
災
害
が
、
い
ず
れ
も
当
該
事
業
者
が
法
、
じ
ん
肺
法
若
し
く
は
作
業
環
境
測

定
法
（
昭
和
五
十
年
法
律
第
二
十
八
号
）
若
し
く
は
こ
れ
ら
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
文
は
労
働
基
準
法
第
三
十

六
条
第
一
項
た
だ
し
書
、
第
六
十
二
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
六
十
三
条
、
第
六
十
四
条
の
二
若
し
く

は
第
六
十
四
条
の
三
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
若
し
く
は
こ
れ
ら
の
規
定
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に
違
反
し
て

発
生
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
場
合

3

法
第
七
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
示
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
、
特
別
安
全
衛
生
改
善
計
画
作
成
指
示
書

（
様
式
第
十
九
号
）
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

4

法
第
七
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
別
安
全
衛
生
改
善
計
画
（
問
項
に
規
定
す
る
特
別
安
全
衛
生
改
善
計

画
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
作
成
を
指
示
さ
れ
た
事
業
者
は
、
特
別
安
全
衛
生
改
善

計
画
作
成
指
示
書
に
記
載
さ
れ
た
提
出
期
限
ま
で
に
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
特
別
安
全
衛
生
改
善
計
画
を

作
成
し
、
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二
計
画
の
対
象
と
す
る
事
業
場

三
計
画
の
期
間
及
び
実
施
体
制

四
当
該
事
業
者
が
発
生
さ
せ
た
重
大
な
労
働
災
害
及
び
当
該
重
大
な
労
働
災
害
と
再
発
を
防
止
す
る
た
め
の
措

置
が
同
様
で
あ
る
重
大
な
労
働
災
害
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置

五
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
一
刻
前
号
の
重
大
な
労
働
災
害
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
必
要
な
事
項

5

特
別
安
全
衛
生
改
善
計
画
に
は
、
法
第
七
十
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
意
見
が
記
載
さ
れ
た
書
類
を
添
付
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
特
別
安
全
衛
生
改
善
計
画
の
変
更
の
指
示
等
）

第
八
十
四
条
の
ニ
法
第
七
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
指
示
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
、
特
別
安
全
衛
生

改
善
計
画
変
更
指
示
書
（
様
式
第
十
九
号
の
一
一
）
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

2

法
第
七
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
特
別
安
全
衛
生
改
善
計
画
の
変
更
を
指
示
さ
れ
た
事
業
者
は
、
特
別
安

全
衛
生
改
善
計
画
変
更
指
示
書
に
記
載
さ
れ
た
提
出
期
限
ま
で
に
特
別
安
全
衛
生
改
善
計
画
を
変
更
し
、
特
別
安

全
衛
生
改
善
計
画
変
更
届
（
様
式
第
十
九
号
の
三
）
に
よ
り
、
こ
れ
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
第
六
百
六
十
二
条
の
四
中
「
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
っ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
」
を
削
る
。

様
式
第
六
号
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。

2 
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労働安全衛生法第78条第1項の規定により、下記事項についての特別安全衛生改善計画を作成して

ください。

1:mri~叶｜措置を講ずべき事｜ ｜ 
項 ｜｜

｜その他の事項 ｜ 

備考

1 この指示による特別安全衛生改善計画は、 年 月 日までに作成し、その計画

を記載した書面を、貴社の本社の所在地を管轄する都道府県労働局長を経由して、厚生労働大

臣に2通提出すること。
2 1により特別安全衛生改善計画を記載した書面を提出するときは、労働安全衛生法第78条第

2項の意見を記載した書面を添えること。

3 「その他の事項jの欄には、労働安全コンサルタント文は労働衛生コンサルタントによる安

全又は衛生に係る診断を受けるべきこと等を記入すること。

様式第19号の2 （第84条の2関係）

特別安全衛生改善計画変更指示書

様式第6号の2 （第52条の21関係）（裏面）

備考

1 ロロロで表示された枠（以下 f記入枠Jという。）に記入する一文字は、光学的文字・イメージ
読取装置（0CIR）で直接読み取りを行うので、この用紙は汚したり、穴をあけたり、必要

以上に折り曲げたりしないこと。

2 記入すべき事項のない欄及び記入枠は、空欄のままとすること。

3 記入枠の部分は、必ず黒のボールペンを使用し、枠からはみ出さないように大きめのアラピ

ア数字で明瞭に記入すること。

4 「対象年jの欄は、報告対象とした心理的な負担の程度を把握するための検査（以下［検査j

という。）の実施年を記入すること。

5 1年を通し順次検査を実施した場合、その期間内の検査の実施状況をまとめて報告すること。

この場合、「検査実施年月Jの欄には、報告日に最も近い検査実施年月を記入すること。
6 f事業の種類jの欄は、日本標準産業分類の中分類によって記入すること。

7 「在籍労働者数jの欄は、検査実施年月の末日現在の常時使用する労働者数を記入すること。

8 f検査を実施した者jの欄は、労働安全衛生法第66条の10第1項の規定により検査を実施し

た医師等について該当する番号を記入すること。検査を実施した者が2名以上あるときは、代

表者について記入すること。選択股2の「事業場所属の医師 (1以外の医師に限る。）Jには、
同じ企業内の他の事業場所属の医師が含まれること。選択肢3の「外部委託先jには、健康診

断機関や外部専門機関が含まれること。

9 f検査を受けた労働者数Jの欄は、報告対象期間内に検査を受けた労働者の実人数を記入す
ることとし、複数回検査を受けた労働者がいる場合は、 1名として数えて、記入すること。

10 I面接指導を実施した医師Jの欄は、労働安全衛生法第66条の10第3項の規定により面接指
導を実施した医師について、該当する番号を記入すること。

11 ［面接指導を受けた労働者数Jの欄は、労働安全衛生規則第52条の15の規定により医師等が
面接指導を受けることが必要と認めたもののうち、申出をして実際に医師による面接指導を受

けた者の数を記入すること。

12 「集団ごとの分析の実施の有無jの欄は、労働安全衛生規則第52条の14の規定に基づき検査

結果の集団ごとの分析の実施の有無について、該当する番号を記入すること。

13 f産業医の氏名jの欄及び［事業者職氏名jの欄は、氏名を記載し、押印することに代えて、
署名することができること。

縫ti:{棋＋-f宅nNト「様式第19号（第84条関係）J~ r様式第19号の4 （第84条の3関係）JU’f第78条
第1項J~ r第79条第1項J.u・ r下さいJ偽， rくださいj以’「第78条第2項j仰「第79条第2項に
おいて準用する同法第78条第2項J以’「の名称J偽， rによる安全文は衛生に係る診断を受けるべき
ことj 以恒也’ E繕信仰雄官却~＋干ミn)rQ!5[AJ..J’書草稿却~＋＜nlr'Q~以手~Qlll諜ti:{~島村時。

様式第19号（第84条関係）

寸

厚生労働大臣圃

労働安全衛生法第78条第4項の規定により、下記事項のとおり特別安全衛生改善計画を変更してく

ださい。

I ~J!T~'ltイ l
備考

この指示による変更後の特別安全衛生改善計画は、 年 月 日までに、貴社の本

社の所在地を管轄する都道府県労働局長を経由して、厚生労働大臣に2通提出すること。

様式第19号の，3 （第84条の2関係）

特別安全衛生改善計画変更届

日月年
殿ヲ

（
昨
ト
∞
総
武
昨
）

5手

部E

回
一
型
特

回
的
F

日

固

ー労働安全衛生法第78条第4項の規定により変更指示のあった特別安全衛生改善計画について、次の

とおり変更いたしましたので別添のとおり提出します。

一びh容 ｜
備考

月年

殿厚生労働大臣

囲

日月

厚生労働大臣

年

特別安全衛生改善計画作成指示書

殿

民
寸
叶
k
い

N
怪
Nr



（号外第87号）

様
式
第
二
十
一
号
の
こ
の
こ
（
第
二
面
）
中
「
嚇
溜
市
薄
醐
」
を
「
嚇
潜
（
巾
S
脊
詩
’
覇
2
・3
u州F
H
荊
羽
π
4
d

凶
ペ
醐
爵
呂
田
鄭
S
守
詩
’
覇
3
F
W
U
C
H
荊
端
M
G

凶
叫
台
ペ

τ向
。
緬
時
打
合
号
制
い
ほ
戴
醜
爵
丞
叫
四
鄭
説
即
時
号
。
）
骨
骨
滞
刷
附
」

に、「
M
E隊
輸
鐸
幽
蕗
酒
」
を
「
’
槻
鄭
鐸
醐
蕗
酒
d

諒
尚

u
y，q
」一＼山可
υ＼

γ
説
鐸
議
E
M拝
詰
尚
隊
輸
蕗
酒
（
学

園
機
動
耀
崩
事
端
薄
剛
蕗
週
d

学
園
期
締
帯
酷
薄
刷
州
議
酒
’
学
園
隊
輸
菌
浬
薄
尚
藩
酒
M
N
G，
宇
困
陽
動
腿
見
落
両
議

週
（
瀦
H
N
ω
品
川
滴
同
市
州

π品
ωτ
ベ
「
字
国
隊
撤
耀
協
調
哨
薄
附
議
酒
崎
明
」
什

τψ
。
）
郎
官
骨
子
）
」
に
改
め
る
。

様
式
第
二
十
一
号
の
二
の
三
（
裏
面
）
中
「
瀧
川
十
仕
掛
溜
l
姻
S
噌
剥
」
を
「
油
川
十
け
滑
油
l
掴

S
噌
副
H
d

帯
浬
均
伸
甜
除
痔
嚇
型
圃
」
に
、
「
功
狩
ゆ
」
を
「
命
山
」
に
、
「
制
3
H伸
哉
君
制
調
」
を
「
相
耳
鯨
哉
書
制
調
’
帯
同
官
」

均
伸
醸
降
四
片
聯
盟
・
園
」
に
改
め
る
。

（
労
働
安
全
衛
生
法
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
に
係
る
登
録
及
び
指
定
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条
労
働
安
全
衛
生
法
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
に
係
る
登
録
及
び
指
定
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
四
十
七
年
労
働

省
令
第
四
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
三
第
一
号
中
「
登
記
事
項
証
明
書
」
の
下
に
「
（
外
国
法
令
に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
た
法
人
に
あ
っ
て
は
、

こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の
と
を
加
え
、
同
条
第
二
号
中
「
写
し
」
の
下
に
「
（
外
国
に
居
住
す
る
者
に
あ
っ
て
は
、
こ
れ

に
準
ず
る
も
の
）
」
を
加
え
る
。

第
一
条
の
八
の
こ
を
第
一
条
の
八
の
五
と
し
、
第
一
条
の
八
の
次
に
次
の
三
条
を
加
え
る
。

（
旅
費
の
額
）

第
一
条
の
八
の
ニ
令
第
十
五
条
の
三
第
一
項
の
旅
費
の
額
に
相
当
す
る
額
（
以
下
「
旅
費
相
当
額
」
と
い
う
。
）
は
、

国
家
公
務
員
等
の
旅
費
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
十
四
号
。
次
条
及
び
第
一
条
の
八
の
四
に
お

い
て
「
旅
費
法
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に
よ
り
支
給
す
べ
き
こ
と
と
な
る
旅
費
の
額
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

当
該
検
査
の
た
め
そ
の
地
に
出
張
す
る
職
員
は
、
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律

第
九
十
五
号
）
第
六
条
第
一
項
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
行
政
職
俸
給
表
付
に
よ
る
職
務
の
級
が
四
級
で
あ
る
者
で

あ
る
も
の
と
し
て
そ
の
旅
費
の
額
を
計
算
す
る
も
の
と
す
る
。

（
在
勤
官
暑
の
所
在
地
）

第
一
条
の
八
の
三
旅
費
相
当
額
を
計
算
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
検
査
の
た
め
、
そ
の
地
に
出
張
す
る
職
員
の

旅
費
法
第
二
条
第
一
項
第
六
号
の
在
勤
官
署
の
所
在
地
は
、
東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
一
丁
目
二
番
二
号
と
す
る
。

（
旅
費
の
額
の
計
算
に
係
る
細
目
）

第
一
条
の
八
の
四
旅
費
法
第
六
条
第
一
項
の
支
度
料
は
、
旅
費
相
当
額
に
算
入
し
な
い
。

2

検
査
を
実
施
す
る
日
数
は
、
当
該
検
査
に
係
る
事
務
所
ご
と
に
三
日
と
し
て
旅
費
相
当
額
を
計
算
す
る
。

3

旅
費
法
第
六
条
第
一
項
の
旅
行
雑
費
は
、
一
万
円
と
し
て
旅
費
相
当
額
を
計
算
す
る
。

4

厚
生
労
働
大
臣
が
、
旅
費
法
第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
実
費
を
超
え
る
こ
と
と
な
る
部
分
又
は
必

要
と
し
な
い
部
分
の
旅
費
を
支
給
し
な
い
と
き
は
、
当
該
部
分
に
相
当
す
る
額
は
、
旅
費
相
当
額
に
算
入
し
な
い
。

第
一
条
の
十
中
「
登
録
製
造
時
等
検
査
機
関
」
の
下
に
「
（
外
国
登
録
製
造
時
等
検
査
機
関
（
法
第
五
十
二
条
に
規

定
す
る
外
国
登
録
製
造
時
等
検
査
機
関
を
い
う
。
次
項
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
同
条
に

次
の
一
項
を
加
え
る
。

2

外
国
登
録
製
造
時
等
検
査
機
関
は
、
法
第
五
十
三
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
場
合
に
は
、
次
の
事
項
を
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
法
第
五
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
製
造
時
等
検
査
の
業
務
の
全
部
文
は
一
部
を
自
ら
行
う
こ
と
と

な
る
都
道
府
県
労
働
局
長
に
当
該
製
造
時
等
検
査
の
業
務
並
び
に
当
該
製
造
時
等
検
査
の
業
務
に
関
す
る
帳
簿

及
び
書
類
を
引
き
継
ぐ
こ
と
。

二
そ
の
他
前
号
の
都
道
府
県
労
働
局
長
が
必
要
と
認
め
る
事
項

第
一
条
の
十
一
の
表
法
第
五
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
取
り
消
し
、
又
は
製
造
時
等
検
査
の
業
務
の
全
部
若

し
く
は
一
部
の
停
止
を
命
じ
た
と
き
。
の
項
中
「
第
五
十
三
条
」
を
「
第
五
十
三
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
第
一

号
中
「
登
録
製
造
時
等
検
査
機
関
」
の
下
に
「
（
外
国
登
録
製
造
時
等
検
査
機
関
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
同
項
の
次
に

次
の
よ
う
に
加
え
る
。

報官水曜日平成27年4月 15日5 

法
第
五
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
登
録

を
取
り
消
し
た
と
き
。

一
外
国
登
録
製
造
時
等
検
査
機
関
の
氏
名
又
は
名
称
及
び

住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二
登
録
を
取
り
消
し
た
年
月
日

第
三
条
第
一
号
中
「
登
記
事
項
証
明
書
」
の
下
に
「
（
外
国
法
令
に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
た
法
人
に
あ
っ
て
は
、
こ

れ
ら
に
準
ず
る
も
の
と
を
加
え
、
同
条
第
二
号
中
「
写
し
」
の
下
に
「
（
外
国
に
居
住
す
る
者
に
あ
っ
て
は
、
こ
れ
に

準
ず
る
も
の
と
を
加
え
、
同
条
第
三
号
中
「
第
四
十
六
条
第
二
項
各
号
」
を
「
法
第
四
十
六
条
第
二
項
各
号
」
に
改

め
る
。第
八
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
旅
費
の
額
等
に
係
る
準
用
）

第
八
条
の
ニ
第
一
条
の
八
の
こ
か
ら
第
一
条
の
八
の
四
ま
で
の
規
定
は
、
法
第
五
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す

る
法
第
五
十
三
条
第
二
項
第
四
号
の
検
査
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
条
の
八
の
二
中
「
令

第
十
五
条
の
三
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
、
「
令
第
十
五
条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
」
と
読
み

替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
十
条
の
二
中
「
登
録
性
能
検
査
機
関
」
の
下
に
「
（
外
国
登
録
性
能
検
査
機
関
（
法
第
五
十
三
条
の
三
に
お
い
て

読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
五
十
二
条
に
規
定
す
る
外
国
登
録
性
能
検
査
機
関
を
い
う
。
次
項
及
び
次
条
に
お
い
て

同
じ
。
）
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

2

外
国
登
録
性
能
検
査
機
関
は
、
法
第
五
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
三
条
の
二
第
一
項
に
規
定

す
る
場
合
に
は
、
次
の
事
項
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
法
第
五
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
性
能
検
査
の
業
務
の

全
部
又
は
一
部
を
自
ら
行
う
こ
と
と
な
る
労
働
基
準
監
督
署
長
に
当
該
性
能
検
査
の
業
務
並
び
に
当
該
性
能
検

査
の
業
務
に
関
す
る
帳
簿
及
び
書
類
を
引
き
継
ぐ
こ
と
。

二
そ
の
他
前
号
の
労
働
基
準
監
督
署
長
が
必
要
と
認
め
る
事
項

第
十
条
の
三
中
コ
第
五
十
三
条
」
」
を
「
「
第
五
十
三
条
第
一
項
」
」
に
、
「
準
用
す
る
法
第
五
十
三
条
」
」
を
「
準
用
す
る

法
第
五
十
三
条
第
一
項
」
」
に
、
「
「
第
五
十
三
条
の
二
」
」
を
「
「
外
国
登
録
製
造
時
等
検
査
機
関
」
と
あ
る
の
は
「
外
国

登
録
性
能
検
査
機
関
」
と
、
「
第
五
十
三
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五

十
三
条
第
二
項
」
と
、
「
第
五
十
三
条
の
一
一
」
」
に
改
め
る
。

e

第
十
二
条
第
一
号
中
「
登
記
事
項
証
明
書
」
の
下
に
「
（
外
国
法
令
に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
た
法
人
に
あ
っ
て
は
、

こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の
と
を
加
え
、
同
条
第
二
号
中
「
写
し
」
の
下
に
「
（
外
国
に
居
住
す
る
者
に
あ
っ
て
は
、
こ
れ

に
準
ず
る
も
の
と
を
加
え
る
。

第
十
七
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
旅
費
の
額
等
に
係
る
準
用
）

第
十
七
条
の
ニ
第
一
条
の
八
の
こ
か
ら
第
一
条
の
八
の
固
ま
で
の
規
定
は
、
法
第
五
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る

法
第
五
十
三
条
第
二
項
第
四
号
の
検
査
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
条
の
八
の
二
中
「
令

第
十
五
条
の
三
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
、
「
令
第
十
五
条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
」
と
読
み

替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
十
九
条
中
「
登
録
個
別
検
定
機
関
」
の
下
に
「
（
外
国
登
録
個
別
検
定
機
関
（
法
第
五
十
四
条
に
お
い
て
読
み
替

え
て
準
用
す
る
法
第
五
十
二
条
に
規
定
す
る
外
国
登
録
個
別
検
定
機
関
を
い
う
。
次
項
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）

を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

2

外
国
登
録
個
別
検
定
機
関
は
、
法
第
五
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
三
条
の
ニ
第
一
項
に
規
定
す
る

場
合
に
は
、
次
の
事
項
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
法
第
五
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
三
条
の
ニ
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
又
は
個
別

検
定
の
業
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
自
ら
行
う
こ
と
と
な
る
都
道
府
県
労
働
局
長
に
当
該
個
別
検
定
の
業
務

並
び
に
当
該
個
別
検
定
の
業
務
に
関
す
る
帳
簿
及
び
書
類
を
引
き
継
ぐ
と
と
。

二
そ
の
他
厚
生
労
働
大
臣
又
は
前
号
の
都
道
府
県
労
働
局
長
が
必
要
と
認
め
る
事
項
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第
十
九
条
の
二
の
表
法
第
五
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
取
り
消
し
、
文

は
個
別
検
定
の
業
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
停
止
を
命
じ
た
と
き
。
の
項
中
「
第
五
十
三
条
」
を
「
第
五
十
三
条

第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
登
録
個
別
検
定
機
関
」
の
下
に
「
（
外
国
登
録
個
別
検
定
機
関
を
除
く
。
）
」
を

加
え
、
同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

（号外第87号）

消十法
し三第
た条五
と第十
き二回
。項条
のに
規お
定い
にて
よ準
り用
登す
録る
を法
取第
り五

一
外
国
登
録
個
別
検
定
機
関
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

並
び
に
法
λ
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二
登
録
を
取
り
消
し
た
年
月
日

報

第
十
九
条
の
四
第
一
号
中
「
登
記
事
項
証
明
書
」
の
下
に
「
（
外
国
法
令
に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
た
法
人
に
あ
っ
て

は
、
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の
と
を
加
え
、
同
条
第
二
号
中
「
写
し
」
の
下
に
「
（
外
国
に
居
住
す
る
者
に
あ
っ
て
は
、

こ
れ
に
準
ず
る
も
の
と
を
加
え
る
。

第
十
九
条
の
九
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
旅
費
の
額
等
に
係
る
準
用
）

第
十
九
条
の
九
の
二
第
一
条
の
八
の
こ
か
ら
第
一
条
の
八
の
固
ま
で
の
規
定
は
、
法
第
五
十
四
条
の
二
に
お
い
て

準
用
す
る
法
第
五
十
三
条
第
二
項
第
四
号
の
検
査
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
条
の
八
の

一
一
中
「
令
第
十
五
条
の
三
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
、
「
令
第
十
五
条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
」

と

読

み

替

え

る

も

の

と

す

る

。

一

第
十
九
条
の
十
二
の
表
法
第
五
十
四
条
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
取
り
消
一

し
、
又
は
型
式
検
定
の
業
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
停
止
を
命
じ
た
と
き
。
の
項
中
「
第
五
十
三
条
」
を
「
第
五
一

十
三
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
登
録
型
式
検
定
機
関
」
の
下
に
「
（
外
国
登
録
型
式
検
定
機
関
（
法
第
一

五
十
四
条
の
こ
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
五
十
二
条
の
二
に
規
定
す
る
外
国
登
録
型
式
検
定
機
関
を
い

う
。
以
下
こ
の
表
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

官

取第法
り五第
消十五
し三十
た条固
と第条
き二の
。項二
のに
規お
定い
にて
よ準
り用
登す
録る
を法

一
外
国
登
録
型
式
検
定
機
関
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

、
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二
登
録
を
取
り
消
し
た
年
月
日

水曜日

第
二
十
五
条
の
三
第
二
項
の
表
法
第
七
十
七
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
登
録

を
取
り
消
し
、
又
は
技
能
講
習
若
し
く
は
教
習
の
業
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
停
止
を
命
じ
た
と
き
。
の
項
中
「
第

五
十
三
条
」
を
「
第
五
十
三
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

様
式
第
六
号
の
二
中
「
薪
見
瀦
∞
咽
S
N
（瀦
H

掛
S
∞
S
N
週
菊
）
」
を
「
燕
見
瀦
∞
咽
S
N
（瀦
H

撒

S
∞
S

印
一
樹
菊
）
」
に
改
め
る
。

（
産
業
安
全
専
門
官
及
び
労
働
衛
生
専
門
官
規
程
の
一
部
改
正
）

第
三
条
産
業
安
全
専
門
官
及
び
労
働
衛
生
専
門
官
規
程
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
四
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

別
記
様
式
（
第
三
面
）
中
「
満
忠
治
瀦
H

掴
S
噌
届
」
を
「
滴
出
品
川
瀬
H

掴
S
帯創刊
d

帯
型
」
坤
ゆ
覇
防
痔
嚇
嘩
圃
」

に
、
「
功
砂
山
」
を
「
命
山
」
に
改
め
、
同
様
式
（
第
四
面
）
中
「
輔
耳
簿
議
忌
制
掴
」
を
「
判
3
簿
議
君
制
掴
’
事

国
一
」
時
ゆ
蔀
除
国
片
聯
盟
・
圏
」
に
改
め
る
。

（
作
業
環
境
測
定
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
四
条
作
業
環
境
測
定
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
年
労
働
省
令
第
二
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
十
一
条
の
表
法
第
三
十
二
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
労
働
安
全
衛
生
法
第
五
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
登

録
を
取
り
消
し
、
又
は
講
習
若
し
く
は
研
修
の
業
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
停
止
を
命
じ
た
と
き
。
の
項
中
「
第

五
十
三
条
」
を
「
第
五
十
三
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

平成27年4月 15日

（
労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
五
条
労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
六

十
一
年
労
働
省
令
第
二
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
十
条
第
二
項
第
三
号
中
「
第
十
四
条
第
一
項
第
六
号
」
を
「
第
十
四
条
第
一
項
第
八
号
」
に
改
め
、
同
号
を

p

同
項
第
五
号
と
じ
、
同
項
第
二
号
中
「
第
十
四
条
第
一
項
第
五
号
」
を
「
第
十
四
条
第
一
項
第
七
号
」
に
改
め
、
同

号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
項
第
一
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

二
労
働
安
全
衛
生
規
則
第
十
四
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項

三
労
働
安
全
衛
生
規
則
第
十
四
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項

第
四
十
条
第
三
項
第
三
号
ロ
中
「
前
項
第
三
号
」
を
「
前
項
第
五
号
」
に
改
め
る
。

（
厚
生
労
働
省
の
所
管
す
る
法
令
の
規
定
に
基
づ
く
民
間
事
業
者
等
が
行
う
書
面
の
保
存
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の

技
術
の
利
用
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
六
条
厚
生
労
働
省
の
所
管
す
る
法
令
の
規
定
に
基
づ
く
民
間
事
業
者
等
が
行
う
書
面
の
保
存
等
に
お
け
る
情
報
通

信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
七
年
厚
生
労
働
省
令
第
四
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
の
表
一
労
働
安
全
衛
生
規
則
（
昭
和
田
十
七
年
労
働
省
令
第
一
二
十
一
一
号
）
の
項
中
「
間
間
出
削

「
「
第
五
十
二
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
面

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
面
接
指
導
の
結
果
の
記
録
の
保
存

第
五
十
二
条
の
十
八
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

を

第
五
十
二
条
の
十
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
る

接
指
導
の
結
果
の
記
録
の
保
存

に
改
め
る
。

検
査
の
結
果
の
記
録
の
保
存

面
接
指
導
の
結
果
の
記
録
の
保
存

別
表
第
二
の
表
労
働
安
全
衛
生
規
則
の
項
中
「
「
第
五
十
二
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
面
接
指
導
の
結
果
の
記

「
「
第
五
十
二
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
面
接
指
導
の
結
果
の
記
録
の
作
成

に
改
め
る
。

第
五
十
二
条
の
十
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
の
結
果
の
記
録
の
作
成

第
五
十
二
条
の
十
八
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
面
接
指
導
の
結
果
の
記
録
の
作
成

附

則

（
施
行
期
日
）

ー
と
の
省
令
は
、
平
成
二
十
七
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
の
う
ち
労
働
安
全
衛
生
規
則
の
目

次
の
改
正
規
定
（
「
安
全
衛
生
改
善
計
画
（
第
八
十
四
条
）
」
を
「
特
別
安
全
衛
生
改
善
計
画
及
び
安
全
衛
生
改
善
計
画

（
第
八
十
四
条
l
第
八
十
四
条
の
一
ニ
）
」
に
改
め
る
部
分
を
除
く
。
）
、
同
令
第
十
四
条
第
一
項
の
改
正
規
定
、
同
令
第

一
編
第
六
章
第
一
節
の
三
の
節
名
の
改
正
規
定
、
同
令
第
五
十
二
条
の
二
第
一
項
の
改
正
規
定
、
同
章
第
二
節
中
間

令
第
五
十
二
条
の
九
を
同
令
第
五
十
二
条
の
二
十
二
と
す
る
改
正
規
定
、
同
章
第
一
節
の
三
の
次
に
一
節
を
加
え
る

改
正
規
定
、
同
令
第
六
百
六
十
二
条
の
四
の
改
正
規
定
及
び
同
令
様
式
第
六
号
の
次
に
一
様
式
を
加
え
る
改
正
規
定
、

第
五
条
の
規
定
並
び
に
第
六
条
の
規
定
並
び
に
次
項
の
規
定
は
、
平
成
二
十
七
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
労
働
安
全
衛
生
法
第
六
十
六
条
の
十
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
に
関
す
る
経
過
措
置
）

2

前
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
規
定
の
施
行
の
日
の
前
日
に
お
い
て
、
労
働
安
全
衛
生
法
第
十
三
条
第
一
項
に
規
定

す
る
労
働
者
の
健
康
管
理
等
の
業
務
に
該
当
す
る
業
務
に
従
事
し
た
経
験
年
数
が
三
年
以
上
で
あ
る
看
護
師
文
は
精

神
保
健
福
祉
士
は
、
一
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
労
働
安
全
衛
生
規
則
（
次
項
に
お
い
て
「
新
安
衛
則
」
と
い

う
。
）
第
五
十
二
条
の
十
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
法
第
六
十
六
条
の
十
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

る
者
と
す
る
。



（号外第87号）

（
様
式
に
関
す
る
経
過
措
置
）

3

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
労
働
安
全
衛
生
規
則
第
八
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
安
全
衛
生
改
善
計
画
作
成
指

示
書
並
び
に
同
令
第
九
十
五
条
の
三
及
び
第
九
十
五
条
の
三
の
二
の
規
定
に
よ
る
証
票
並
び
に
第
三
条
の
規
定
に
よ

る
改
正
前
の
産
業
安
全
専
門
官
及
び
労
働
衛
生
専
門
宮
規
程
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
証
票
は
、
当
分
の
問
、
そ
れ
ぞ

れ
、
新
安
衛
則
第
八
十
四
条
の
三
の
規
定
に
よ
る
安
全
衛
生
改
善
計
画
作
成
指
示
書
並
び
に
新
安
衛
則
第
九
十
五
条

の
三
及
び
第
九
十
五
条
の
三
の
二
の
規
定
に
よ
る
証
票
並
び
に
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
産
業
安
全
専
門
官

及
び
労
働
衛
生
専
門
官
規
程
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
証
票
と
み
な
す
。

報宮水曜日平成27年4月 15日7 
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新
旧
対
照
条
文

六五四三二一

労
働
安
全
衛
生
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
省
令
の
整
備
に
関
す
る
省
令
案

労
働
安
全
衛
生
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
二
号
）
（
抄
）
（
第
一
条
関
係
）

1

労
働
安
全
衛
生
法
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
に
係
る
登
録
及
び
指
定
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
四
十
四
号
）

産
業
安
全
専
門
官
及
び
労
働
衛
生
専
門
官
規
程
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
四
十
六
号
）
（
第
三
条
関
係
）

1

1

1

1

1

1

2

作
業
環
境
測
定
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
年
労
働
省
令
第
二
十
号
）
（
第
四
条
関
係
）

l
i
l
i－
－

i
l
l
i
l
i－
－

－

－

労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
六
十
一
年
労
働
省
令
第
二
十
号
）
（
第
五
条
関
係
）
｜

l
M

厚
生
労
働
省
の
所
管
す
る
法
令
の
規
定
に
基
づ
く
民
間
事
業
者
等
が
行
う
書
面
の
保
存
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
七
年
厚
生
労

働

省

令

第

四

十

四

号

）

（

第

六

条

関

係

）

お

目
次

（
第
二
条
関
係
）



労
働
安
全
衛
生
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
二
号
）
（
抄
）
（
第
一
条
関
係
）

【
平
成
二
十
七
年
六
月
一
日
施
行
（
一
部
は
平
成
二
十
七
年
十
二
月
一
日
施
行
）
】

改

正

案

目
次第
一
編
通
則

第
一
章

i
第
五
章
（
略
）

第
六
章
健
康
の
保
持
増
進
の
た
め
の
措
置

／
第
一
節
・
第
一
節
の
二
（
略
）

第
一
節
の
三
長
時
間
に
わ
た
る
労
働
に
関
す
る
面
接
指
導
等
（
第
五
十

二
条
の
二
！
第
五
十
二
条
の
八
）

第
一
節
の
四
心
理
的
な
負
担
の
程
度
を
把
握
す
る
た
め
の
検
査
等
（
第

五
十
二
条
の
九
l
第
五
十
二
条
の
二
十
一
）

第
二
節
健
康
管
理
手
帳
（
第
五
十
二
条
の
二
十
二

i
第
六
十
条
）

第
三
節
・
第
四
節
（
略
）

第
六
章
の
一
て
第
七
章
（
略
）

第
八
章
特
別
安
全
衛
生
改
善
計
画
及
び
安
全
衛
生
改
善
計
画
（
第
八
十
四

条

l
第
八
十
四
条
の
一
一
一
）

第
九
章
・
第
十
章
（
略
）

第
二
編

i
第
四
編
（
略
）

附

則（産
業
医
及
び
産
業
歯
科
医
の
職
務
等
）

第
十
四
条
法
第
十
三
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
事

項
で
医
学
に
関
す
る
専
門
的
知
識
を
必
要
と
す
る
も
の
と
す
る
。

一
健
康
診
断
の
実
施
及
び
そ
の
結
果
に
基
づ
く
労
働
者
の
健
康
を
保
持
す

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

現

行

目
次第
一
編
通
則

第
一
章

i
第
五
章
（
略
）

第
六
章
健
康
の
保
持
増
進
の
た
め
の
措
置

第
一
節
・
第
一
節
の
二
（
略
）

第
一
節
の
三
面
接
指
導
等
（
第
五
十
二
条
の
二

l
第
五
十
二
条
の
八
）

（
新
設
）

第
二
節
健
康
管
理
手
帳
（
第
五
十
二
条
の
九
！
第
六
十
条
）

第
三
節
・
第
四
節
（
略
）

第
六
章
の
二
・
第
七
章
（
略
）

第
八
章
安
全
衛
生
改
善
計
画
（
第
八
十
四
条
）

附第
二第
則編九
i章
第・
四第
編十
章

略（
）略

（
産
業
医
及
び
産
業
歯
科
医
の
職
務
等
）

第
十
四
条
法
第
十
三
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
事

項
で
医
学
に
関
す
る
専
門
的
知
識
を
必
要
と
す
る
も
の
と
す
る
。

一
健
康
診
断
刻
司
副
樹
樹
謝
矧
ベ
制
剣
対
叶
対
斜
例
川
矧
↓
l

明
叫
矧
創
利
引

-1 -



（

面

接

指

導

の

対

象

と

な

る

労

働

者

の

要

件

等

）

（

面

接

指

導

の

対

象

と

な

る

労

働

者

の

要

件

等

）

第
五
十
二
条
の
二
法
第
六
十
六
条
の
八
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
一
第
五
十
二
条
の
二
法
第
六
十
六
条
の
八
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要

件
は
、
休
憩
時
間
を
除
き
一
週
間
当
た
り
四
十
時
間
を
超
え
て
労
働
さ
せ
た
場
件
は
、
休
憩
時
間
を
除
き
一
週
間
当
た
り
四
十
時
間
を
超
え
て
労
働
さ
せ
た
場

合
に
お
け
る
そ
の
超
え
た
時
間
、
が
一
月
当
た
り
百
時
間
を
超
え
、
か
つ
、
疲
労
合
に
お
け
る
そ
の
超
え
た
時
聞
が
一
月
当
た
り
百
時
間
を
超
え
、
か
つ
、
疲
労

の
蓄
積
が
認
め
ら
れ
る
者
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。
た
だ
し
、
次
項
の
期
日
前
一
の
蓄
積
が
認
め
ら
れ
る
者
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。
た
だ
し
、
次
項
の
期
目
前
一

月
以
内
に
法
第
六
十
六
条
の
八
第
一
項
に
規
定
す
る
面
接
指
導
（
以
下
こ
の
節
月
以
内
に
面
接
指
導
を
受
け
た
労
働
者
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
労
働
者
で
あ
つ

に
お
い
て
「
面
接
指
導
」
と
い
う
。
）
を
受
け
た
労
働
者
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
て
面
接
指
導
を
受
け
る
必
要
が
な
い
と
医
師
が
認
め
た
も
の
を
除
く
。

る
労
働
者
で
あ
っ
て
面
接
指
導
を
受
け
る
必
要
が
な
い
と
医
師
が
認
め
た
も
の

を
除
く
。
（略）

る
た
め
の
措
置
に
関
す
る
こ
と
。

二
法
第
六
十
六
条
の
八
第
一
項
に
規
定
す
る
面
接
指
導
及
び
法
第
六
十
六
条

の
九
に
規
定
す
る
必
要
な
措
置
の
実
施
並
び
に
こ
れ
ら
の
結
果
に
基
づ
く
労

働
者
の
健
康
を
保
持
す
る
た
め
の
措
置
に
関
す
る
こ
と
。

三
法
第
六
十
六
条
の
十
第
一
項
に
規
定
す
る
心
理
的
な
負
担
の
程
度
を
把
握

す
る
た
め
の
検
査
の
実
施
並
び
に
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
面
接
指
導
の
実

施
及
び
そ
の
結
果
に
基
づ
く
労
働
者
の
健
康
を
保
持
す
る
た
め
の
措
置
に
関

す
る
こ
と
。

四
・
五
（
略
）

六
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
労
働
者
の
健
康
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

七
i
九
（
略
）

（略）

2
r
k
J
6
 

長
時
間
に
わ
た
る
労
働
に
関
す
る
面
接
指
導
等

2 

面
接
指
導
（
以
下
「
面
接
指
導
」
と
い
う
。
）
及
び
法
第
六
十
六
条
の
九
に

規
定
す
る
必
要
な
措
置
を
い
う
。
）
の
実
施
並
び
に
こ
れ
ら
の
結
果
に
基
づ

く
労
働
者
の
健
康
を
保
持
す
る
た
め
の
措
置
に
関
す
る
こ
と
。

（
新
設
）

（
新
設
）

二
・
三
（
略
）

四
前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、

五
i
七
（
略
）

（略）

労
働
者
の
健
康
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

2
｛
｝

6
 

2 

（略）

η
，“
 



第
一
節
の
四

心
理
的
な
負
担
の
程
度
を
把
握
す
る
た
め
の
検
査
等

（
心
理
的
な
負
担
の
程
度
を
把
握
す
る
た
め
の
検
査
の
実
施
方
法
）

第
五
十
二
条
の
九
事
業
者
は
、
常
時
使
用
す
る
労
働
者
に
対
し
、
一
年
以
内
ご

と
に
一
回
、
定
期
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
法
第
六
十
六
条
の
十
第
一

項
に
規
定
す
る
心
理
的
な
負
担
の
程
度
を
把
握
す
る
た
め
の
検
査
（
以
下
こ
の

節
に
お
い
て
「
検
査
」
と
い
う
。
）
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
職
場
に
お
け
る
当
該
労
働
者
の
心
理
的
な
負
担
の
原
因
に
関
す
る
項
目

二
当
該
労
働
者
の
心
理
的
な
負
担
に
よ
る
心
身
の
自
覚
症
状
に
関
す
る
項
目

三
職
場
に
お
け
る
他
の
労
働
者
に
よ
る
当
該
労
働
者
へ
の
支
援
に
関
す
る
項

円
ロ

（
検
査
結
果
等
の
記
録
の
作
成
等
）

第
五
十
二
条
の
十
一
事
業
者
は
、
第
五
十
二
条
の
十
三
第
二
項
に
規
定
す
る
場

（
新
設
）

（
新
設
）

（
新
設
）

（
新
設
）

円。



合
を
除
き
、
検
査
を
行
っ
た
医
師
等
に
よ
る
当
該
検
査
の
結
果
の
記
録
の
作
成

の
事
務
及
び
当
該
検
査
の
実
施
の
事
務
に
従
事
し
た
者
に
よ
る
当
該
記
録
の
保

存
の
事
務
が
適
切
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な

’HV
 （

検
査
結
果
の
通
知
）

第
五
十
二
条
の
十
二
事
業
者
は
、
検
査
を
受
け
た
労
働
者
に
対
し
、
当
該
検
査

を
行
っ
た
医
師
等
か
ら
、
遅
滞
な
く
、
当
該
検
査
の
結
果
が
通
知
さ
れ
る
よ
う

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
労
働
者
の
同
意
の
取
得
等
）

第
五
十
二
条
の
十
三
法
第
六
十
六
条
の
十
第
二
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
労
働
者

の
同
意
の
取
得
は
、
書
面
又
は
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ

の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記

録
で
あ
っ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う

ロ
以
下
同
じ
。
）
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

事
業
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
検
査
を
受
け
た
労
働
者
の
同
意
を
得
て
、

当
該
検
査
を
行
っ
た
医
師
等
か
ら
当
該
労
働
者
の
検
査
の
結
果
の
提
供
を
受
け

た
場
合
に
は
、
当
該
検
査
の
結
果
に
基
づ
き
、
当
該
検
査
の
結
果
の
記
録
を
作

成
し
て
、
こ
れ
を
五
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
検
査
結
果
の
集
団
ご
と
の
分
析
等
）

第
五
十
二
条
の
十
四
事
業
者
は
、
検
査
を
行
っ
た
場
合
は
、
当
該
検
査
を
行
つ

た
医
師
等
に
、
当
該
検
査
の
結
果
を
当
該
事
業
場
の
当
該
部
署
に
所
属
す
る
労

働
者
の
集
団
そ
の
他
の
一
定
規
模
の
集
団
ご
と
に
集
計
さ
せ
、
そ
の
結
果
に
つ

い
て
分
析
さ
せ
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

事
業
者
は
、
前
項
の
分
析
の
結
果
を
勘
案
し
、
そ
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る

（
新
設
）
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（
新
設
）

（
新
設
）



と
き
は
、
当
該
集
団
の
労
働
者
の
実
情
を
考
慮
し
て
、
当
該
集
団
の
労
働
者
の

心
理
的
な
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（
面
接
指
導
の
対
象
と
な
る
労
働
者
の
要
件
）

第
五
十
二
条
の
十
五
法
第
六
十
六
条
の
十
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

要
件
は
、
検
査
の
結
果
、
心
理
的
な
負
担
の
程
度
が
高
い
者
で
あ
っ
て
、
同
項

に
規
定
す
る
面
接
指
導
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
面
接
指
導
」
と
い
う
。
）

を
受
け
る
必
要
が
あ
る
と
当
該
検
査
を
行
っ
た
医
師
等
が
認
め
た
も
の
で
あ
る

こ
と
と
す
る
。

（
面
接
指
導
の
実
施
方
法
等
）

第
五
十
二
条
の
十
六
法
第
六
十
六
条
の
十
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
（
以
下

こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
申
出
」
と
い
う
。
）
は
、
前
条
の
要
件
に
該
当

す
る
労
働
者
が
検
査
の
結
果
の
通
知
を
受
け
た
後
、
遅
滞
な
く
行
う
も
の
と
す

λ
u
。

2

事
業
者
は
、
前
条
の
要
件
に
該
当
す
る
労
働
者
か
ら
申
出
が
あ
っ
た
と
き
は

、
遅
滞
な
く
、
面
接
指
導
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3

検
査
を
行
っ
た
医
師
等
は
、
前
条
の
要
件
に
該
当
す
る
労
働
者
に
対
し
て
、

申
出
を
行
う
よ
う
勧
奨
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
面
接
指
導
に
お
け
る
確
認
事
項
）

第
五
十
二
条
の
十
七
医
師
は
、
面
接
指
導
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
申
出
を
行

っ
た
労
働
者
に
対
し
、
第
五
十
二
条
の
九
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
次
に

掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
確
認
を
行
う
も
の
と
す
る
。

一
当
該
労
働
者
の
勤
務
の
状
況

二
当
該
労
働
者
の
心
理
的
な
負
担
の
状
況

（
新
設
）

F
h
u
 

（
新
設
）

（
新
設
）



一一一

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
当
該
労
働
者
の
心
身
の
状
況

（
面
接
指
導
結
果
の
記
録
の
作
成
）

第
五
十
二
条
の
十
八
事
業
者
は
、
面
接
指
導
の
結
果
に
基
づ
き
、
当
該
面
接
指

導
の
結
果
の
記
録
を
作
成
し
て
、
こ
れ
を
五
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

前
項
の
記
録
は
、
前
条
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を

記
載
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
実
施
年
月
日

二
当
該
労
働
者
の
氏
名

三
面
接
指
導
を
行
っ
た
医
師
の
氏
名

四
法
第
六
十
六
条
の
十
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
医
師
の
意
見

（
面
接
指
導
の
結
果
に
つ
い
て
の
医
師
か
ら
の
意
見
聴
取
）

第
五
十
二
条
の
十
九
面
接
指
導
の
結
果
に
基
づ
く
法
第
六
十
六
条
の
十
第
五
項

の
規
定
に
よ
る
医
師
か
ら
の
意
見
聴
取
は
、
面
接
指
導
が
行
わ
れ
た
後
、
遅
滞

な
く
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
指
針
の
公
表
）

第
五
十
二
条
の
二
十
第
二
十
四
条
の
規
定
は
、
法
第
六
十
六
条
の
十
第
七
項
の

規
定
に
よ
る
指
針
の
公
表
に
つ
い
て
準
用
す
る
口

（
検
査
及
び
面
接
指
導
結
果
の
報
告
）

第
五
十
二
条
の
二
十
一
常
時
五
十
人
以
上
の
労
働
者
を
使
用
す
る
事
業
者
は
、

一
年
以
内
ご
と
に
一
回
、
定
期
に
、
心
理
的
な
負
担
の
程
度
を
把
握
す
る
た
め

の
検
査
結
果
等
報
告
書
（
様
式
第
六
号
の
二
）
を
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ロ

（
新
設
）
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第
二
節

健
康
管
理
手
帳

（
令
第
三
十
三
条
第
十
三
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
所
）

第
五
十
二
条
の
二
十
二
（
略
）

特
別
安
全
衛
生
改
善
計
画
及
び
安
全
衛
生
改
善
計
画

第
八
章

（
特
別
安
全
衛
生
改
善
計
画
の
作
成
の
指
示
等
）

第
八
十
四
条
法
第
七
十
八
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
重
大
な
労
働

災
害
は
、
労
働
災
害
の
う
ち
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
と
す

る一
労
働
者
が
死
亡
し
た
も
の

二
労
働
者
白
が
負
傷
し
、
又
は
疾
病
に
か
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
労
働
者
災
害

補
償
保
険
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
年
労
働
省
令
第
二
十
二
号
）
別
表
第
一

第
一
級
の
項
か
ら
第
七
級
の
項
ま
で
の
身
体
障
害
欄
に
掲
げ
る
障
害
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
障
害
が
生
じ
た
も
の
又
は
生
じ
る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の

引
制
剣
剖
叶
川
斜
矧
↓
胡
例
創
出
矧
側
斜
剣
廿
創
削
引
捌
創
吋
判
例
制
剖
例

い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
場
合
と
す
る
。

一
前
項
の
重
大
な
労
働
災
害
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
重
大
な
労
働
災
害

」
と
い
う
。
）
を
発
生
さ
せ
た
事
業
者
が
、
当
該
重
大
な
労
働
災
害
を
発
生

さ
せ
た
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
以
内
に
、
当
該
重
大
な
労
働
災
害
が
発
生
し

た
事
業
場
以
外
の
事
業
場
に
お
い
て
、
当
該
重
大
な
労
働
災
害
と
再
発
を
防

止
す
る
た
め
の
措
置
が
同
様
で
あ
る
重
大
な
労
働
災
害
を
発
生
さ
せ
た
場
合

二
前
号
の
事
業
者
が
発
生
さ
せ
た
重
大
な
労
働
災
害
及
び
当
該
重
大
な
労
働

災
害
と
再
発
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
が
同
様
で
あ
る
重
大
な
労
働
災
害
が

、
い
ず
れ
も
当
該
事
業
者
が
法
、
じ
ん
肺
法
若
し
く
は
作
業
環
境
測
定
法
（

昭
和
五
十
年
法
律
第
二
十
八
号
）
若
し
く
は
こ
れ
ら
に
基
づ
く
命
令
の
規
定

第
二
節

健
康
管
理
手
帳

一7-

（
令
第
二
十
三
条
第
十
三
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
所
）

第
五
十
二
条
の
九
（
略
）

第
八
章

（
新
設
）

安
全
衛
生
改
善
計
画



又
は
労
働
基
準
法
第
三
十
六
条
第
一
項
た
だ
し
書
、
第
六
十
二
条
第
一
項
若

し
く
は
第
二
項
、
第
六
十
三
条
、
第
六
十
四
条
の
二
若
し
く
は
第
六
十
四
条

の
三
第
一
一
項
若
し
く
は
第
二
項
若
し
く
は
こ
れ
ら
の
規
定
に
基
づ
く
命
令
の

規
定
に
違
反
し
て
発
生
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
場
合

法
第
七
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
示
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
、
特
別

安
全
衛
生
改
善
計
画
作
成
指
示
書
（
様
式
第
十
九
号
）
に
よ
り
行
う
も
の
と
す

る
4

法
第
七
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
別
安
全
衛
生
改
善
計
画
（
同
項
に

規
定
す
る
特
別
安
全
衛
生
改
善
計
画
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い

て
同
じ
ロ
）
の
作
成
を
指
示
さ
れ
た
事
業
者
は
、
特
別
安
全
衛
生
改
善
計
画
作

成
指
示
書
に
記
載
さ
れ
た
提
出
期
限
ま
で
に
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
特

別
安
全
衛
生
改
善
計
画
を
作
成
し
、
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
し
。
一
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏

名
二
計
画
の
対
象
と
す
る
事
業
場

三
計
画
の
期
間
及
び
実
施
体
制

四
当
該
事
業
者
が
発
生
さ
せ
た
重
大
な
労
働
災
害
及
び
当
該
重
大
な
労
働
災

害
と
再
発
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
が
同
様
で
あ
る
重
大
な
労
働
災
害
の
再

発
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置

五
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
前
号
の
重
大
な
労
働
災
害
の
再
発
を
防

止
す
る
た
め
必
要
な
事
項

5

特
別
安
全
衛
生
改
善
計
画
に
は
、
法
第
七
十
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
意
見

が
記
載
さ
れ
た
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
特
別
安
全
衛
生
改
善
計
画
の
変
更
の
指
示
等
）

第
八
十
四
条
の
二
法
第
七
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
指
示
は
、
厚

（
新
設
）
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生
労
働
大
臣
が
、
特
別
安
全
衛
生
改
善
計
画
変
更
指
示
書
（
様
式
第
十
九
号
の

一
一
）
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

2

法
第
七
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
特
別
安
全
衛
生
改
善
計
画
の
変
更
を

指
示
さ
れ
た
事
業
者
は
、
特
別
安
全
衛
生
改
善
計
画
変
更
指
示
書
に
記
載
さ
れ

た
提
出
期
限
ま
で
に
特
別
安
全
衛
生
改
善
計
画
を
変
更
し
、
特
別
安
全
衛
生
改

善
計
画
変
更
届
（
様
式
第
十
九
号
の
三
）
に
よ
り
、
こ
れ
を
厚
生
労
働
大
臣
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
安
全
衛
生
改
善
計
画
の
作
成
の
指
示
）

第
八
十
四
条
の
三
法
第
七
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
示
は
、
所
轄
都
道

府
県
労
働
局
長
が
、
安
全
衛
生
改
善
計
画
作
成
指
示
室
同
（
様
式
第
十
九
号
の
四

）
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

（
文
書
の
交
付
等
）

第
六
百
六
十
二
条
の
四
法
第
三
十
一
条
の
二
の
注
文
者
（
そ
の
仕
事
を
他
の
者

か
ら
請
け
負
わ
な
い
で
注
文
し
て
い
る
者
に
限
る
。
）
は
、
次
の
事
項
を
－
記
載

し
た
文
書
（
そ
の
作
成
に
代
え
て
電
磁
的
記
録
の
作
成
が
さ
れ
て
い
る
場
合
に

お
け
る
当
該
電
磁
的
記
録
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
作
成
し
、
こ

れ
を
そ
の
請
負
人
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

様
式
第
6
号
の

2

（
第
臼
条
の
幻
関
係
）

（
別
添
1
）

様
式
第
四
号
（
第
M
条
関
係
）

第
八
十
四
条
法
第
七
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
示
は
、
所
轄
都
道
府
県

労
働
局
長
が
、
安
全
衛
生
改
善
計
画
作
成
指
示
書
（
様
式
第
十
九
号
）
に
よ
り

行
う
も
の
と
す
る
。

（
文
書
の
交
付
等
）

第
六
百
六
十
二
条
の
四
法
第
三
十
一
条
の
二
の
注
文
者
（
そ
の
仕
事
を
他
の
者

か
ら
請
け
負
わ
な
い
で
注
文
し
て
い
る
者
に
限
る
。
）
は
、
次
の
事
項
を
記
載

し
た
文
書
（
そ
の
作
成
に
代
え
て
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式

そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る

記
録
で
あ
っ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い

う
D

以
下
同
じ
ロ
）
の
作
成
が
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
電
磁
的
記
録

を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
作
成
し
、
こ
れ
を
そ
の
請
負
人
に
交
付

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
D

（
新
設
）

（
新
設
）
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二
労
働
安
全
衛
生
法
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
に
係
る
登
録
及
び
指
定
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
四
十
四
号
）

【
平
成
二
十
七
年
六
月
一
日
施
行
】

改

案

正

第
一
章
の
六

登
録
製
造
時
等
検
査
機
関

（
登
録
の
申
請
）

第
一
条
の
三
法
第
四
十
六
条
第
一
項
の
登
録
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、

登
録
製
造
時
等
検
査
機
関
登
録
申
請
書
（
様
式
第
四
号
の
二
）
に
次
の
書
類
を

添
え
て
、
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
定
款
又
は
寄
附
行
為
及
び
登
記
事

項
証
明
書
（
外
国
法
令
に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
た
法
人
に
あ
っ
て
は
、
こ
れ

ら
に
準
ず
る
も
の
）

二
申
請
者
が
個
人
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
住
民
票
の
写
し
（
外
国
に
居
住
す

る
者
に
あ
っ
て
は
、
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
）

三
・
四
（
略
）

（
旅
費
の
額
）

第
一
条
の
八
の
二
令
第
十
五
条
の
三
第
一
一
項
の
旅
費
の
額
に
相
当
す
る
額
（
以

下
「
旅
費
相
当
額
」
と
い
う
。
）
は
、
国
家
公
務
員
等
の
旅
費
に
関
す
る
法
律

（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
十
四
号
ロ
次
条
及
び
第
一
条
の
八
の
四
に
お
い
て

」
鮒
劃
制
叶
計
川
外
「
叶

d
矧
矧
同
訓
引
刻
料
引
ぺ
剖
斗
H
U刻
引
制
剰
例
倒

と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
検
査
の
た
め
そ
の
地
に
出
張
す
る
職
員

除

rド
険
防
防
臓
慎
初
倫
降
ド
閥
け
防
除
除
仏
陥
怖
に
什
匡
降
怯
降
際
仇
什
圧

号
）
第
六
条
第
一
項
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
行
政
職
俸
給
表
一
に
よ
る
職
務
の

級
が
四
級
で
あ
る
者
で
あ
る
も
の
と
し
て
そ
の
旅
費
の
額
を
計
算
す
る
も
の
と

（
第
二
条
関
係
）

’
（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

k現

行

第
一
章
の
六

登
録
製
造
時
等
検
査
機
関

（
登
録
の
申
請
）

第
一
条
の
三
法
第
四
十
六
条
第
一
項
の
登
録
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、

登
録
製
造
時
等
検
査
機
関
登
録
申
請
書
（
様
式
第
四
号
の
二
）
に
次
の
書
類
を

添
え
て
、
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
は
、
’
そ
の
定
款
又
は
寄
附
行
為
及
び
登
記
事

項
証
明
書

申
請
者
が
個
人
で
あ
る
場
合
は
、

そ
の
住
民
票
の
写
し

三
・
四

（略）

（
新
設
）
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す
る
。（

在
勤
官
署
の
所
在
地
）

第
一
条
の
八
の
三
旅
費
相
当
額
を
計
算
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
検
査
の
た

め
、
そ
の
地
に
出
張
す
る
職
員
の
旅
費
法
第
二
条
第
一
項
第
六
号
の
在
勤
官
署

の
所
在
地
は
、
東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
一
丁
目
二
番
二
号
と
す
る
D

（
旅
費
の
額
の
計
算
に
係
る
細
目
）

第
一
条
の
八
の
四
旅
費
法
第
六
条
第
一
一
項
の
支
度
料
は
、
旅
費
相
当
額
に
算
入

し
な
い
。

2

検
査
を
実
施
す
る
日
数
は
、
当
該
検
査
に
係
る
事
務
所
ご
と
に
三
日
と
し
て

旅
費
相
当
額
を
計
算
す
る
。

3

旅
費
法
第
六
条
第
一
項
の
旅
行
雑
費
は
、
一
万
円
と
し
て
旅
費
相
当
額
を
計

算
す
る
。

4

厚
生
労
働
大
臣
が
、
旅
費
法
第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
実
費
を

超
え
る
こ
と
と
な
る
部
分
又
は
必
要
と
し
な
い
部
分
の
旅
費
を
支
給
し
な
い
と

き
は
、
当
該
部
分
に
相
当
す
る
額
は
、
旅
費
相
当
額
に
算
入
し
な
い
ロ
ー

第

すき
(}) 

玉

（略）

（
製
造
時
等
検
査
の
業
務
の
引
継
ぎ
等
）

第
一
条
の
十
登
録
製
造
時
等
検
査
機
関
（
外
国
登
録
製
造
時
等
検
査
機
関
（
法

第
五
十
二
条
に
規
定
す
る
外
国
登
録
製
造
時
等
検
査
機
関
を
い
う
。
次
項
及
び

次
条
に
お
い
て
同
じ
ロ
）
を
除
く
。
）
は
、
法
第
五
十
三
条
の
二
第
一
項
に
規

定
す
る
場
合
に
は
、
次
の
事
項
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
製
造
時
等
検
査
の
業
務
を
行
っ
た
事
務
所
ご
と
に
、
当
該
事
務
所
の
所
在

（
新
設
）

（
新
設
）

第十

条｜報
の｜告
八I ....._,, 

の

（略）

（
製
造
時
等
検
査
の
業
務
の
引
継
ぎ
等
）

第
一
条
の
十
登
録
製
造
時
等
検
査
機
関
は
、
法
第
五
十
三
条
の
二
第
一
項
に
規

定
す
る
場
合
に
は
、
次
の
事
項
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
製
造
時
等
検
査
の
業
務
を
行
っ
た
事
務
所
ご
と
に
、
当
該
事
務
所
の
所
在

地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
労
働
局
長
に
当
該
製
造
時
等
検
査
の
業
務
並
び
に

nJ
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地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
労
働
局
長
に
当
該
製
造
時
等
検
査
の
業
務
並
び
に

当
該
製
造
時
等
検
査
の
業
務
に
関
す
る
帳
簿
及
び
書
類
を
引
き
継
ぐ
こ
と
ロ

二
そ
の
他
製
造
時
等
検
査
の
業
務
を
行
っ
た
事
務
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る

都
道
府
県
労
働
局
長
が
必
要
と
認
め
る
事
項

2

外
国
登
録
製
造
時
等
検
査
機
関
は
、
法
第
五
十
三
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す

る
場
合
に
は
、
次
の
事
項
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
法
第
五
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
製
造
時
等
検
査
の
業
務
の
全

部
又
は
一
部
を
自
ら
行
う
こ
と
と
な
る
都
道
府
県
労
働
局
長
に
当
該
製
造
時

等
検
査
の
業
務
並
び
に
当
該
製
造
時
等
検
査
の
業
務
に
関
す
る
帳
簿
及
び
書

類
を
引
き
継
ぐ
こ
と
D

二
そ
の
他
前
号
の
都
道
府
県
労
働
局
長
が
必
要
と
認
め
る
事
項

（
公
示
）

第
一
条
の
十
一
厚
生
労
働
大
臣
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
同

表
の
下
欄
に
掲
げ
る
事
項
を
官
報
で
告
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ロ

（

略

）

（

略

）

法
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
一
登
録
製
造
時
等
検
査
機
関
（
外
国

よ
り
登
録
を
取
り
消
し
、
又
は
製
登
録
製
造
時
等
検
査
機
関
を
除
く
。

造
時
等
検
査
の
業
務
の
全
部
若
し
）
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び

く
は
一
部
の
停
止
を
命
じ
た
と
き
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者

の
氏
名

二
登
録
を
取
り
消
し
、
又
は
製
造
時

等
検
査
の
業
務
の
全
部
若
し
く
は
一

部
の
停
止
を
命
じ
た
年
月
日

三
製
造
時
等
検
査
の
業
務
の
全
部
又

は
一
部
の
停
止
を
命
じ
た
場
合
に
あ

っ
て
は
、
停
止
を
命
じ
た
製
造
時
等

当
該
製
造
時
等
検
査
の
業
務
に
関
す
る
帳
簿
及
び
書
類
を
引
き
継
ぐ
こ
と
。

二
そ
の
他
製
造
時
等
検
査
の
業
務
を
行
っ
た
事
務
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る

都
道
府
県
労
働
局
長
が
必
要
と
認
め
る
事
項

（
新
設
）

（
公
示
）

第
一
条
の
十
一
厚
生
労
働
大
臣
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
同

表
の
下
欄
に
掲
げ
る
事
項
を
官
報
で
告
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（

略

）

（

略

）

法
第
五
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
登
一
登
録
製
造
時
等
検
査
機
関
の
氏
名

録
を
取
り
消
し
、
又
は
製
造
時
等
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に

検
査
の
業
務
の
全
部
若
し
く
は
一
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

部
の
停
止
を
命
じ
た
ど
き
ロ

二
登
録
を
取
り
消
し
、
又
は
製
造
時

等
検
査
の
業
務
の
全
部
若
し
く
は
一

部
の
停
止
を
命
じ
た
年
月
日

三
製
造
時
等
検
査
の
業
務
の
全
部
又

は
一
部
の
停
止
を
命
じ
た
場
合
に
あ

っ
て
は
、
停
止
を
命
じ
た
製
造
時
等

町
、

u
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略
よ
法第
り

」事立~ー 五
録 十
を 一
取
条第
り
消 一
し 項
た の
と
規定
き

略 名｜人氏
検査

登 に名外

録を
あ 又

立」国:. 
の

ペコ iま 範囲
取 て

名称
り は 及
消 及 び
し そ び そ
た の 住 の

年月 表者代
所並 期間

日 び、
機関の

氏 法 の

第
二
章

登
録
性
能
検
査
機
関

（
登
録
の
申
請
）

第
三
条
法
第
五
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
六
条
第
一
項
の
登

録
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
登
録
性
能
検
査
機
関
登
録
申
請
書
（
様
式

第
四
号
の
二
）
に
次
の
書
類
を
添
え
て
、
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

一
申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
定
款
又
は
寄
附
行
為
及
び
登
記
事

項
証
明
書
（
外
国
法
令
に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
た
法
人
に
あ
っ
て
は
、
こ
れ

、
ら
に
準
ず
る
も
の
）

二
申
請
者
が
個
人
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
住
民
票
の
写
し
（
外
国
に
居
住
す

る
者
に
あ
っ
て
は
、
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
）

三
申
請
者
が
法
第
五
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
六
条
第

二
項
各
号
及
び
同
条
第
三
項
第
四
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
の
規
定
に
該
当
し
な

い
こ
と
を
説
明
し
た
書
面

四
（
略
）

（
旅
費
の
額
等
に
係
る
準
用
）

第
八
条
の
二
第
一
条
の
八
の
こ
か
ら
第
一
条
の
八
の
四
ま
で
の
規
定
は
、

法
第

略 設新

略 新
検査
設
の

範囲

及
び
そ
の

期間

第
二
章

登
録
性
能
検
査
機
関

（
登
録
の
申
請
）

第
三
条
法
第
五
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
六
条
第
一
項
の
登

録
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
登
録
性
能
検
査
機
関
登
録
申
請
書
（
様
式

第
四
号
の
二
）
に
次
の
書
類
を
添
え
て
、
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
ロ

一
申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
定
款
又
は
寄
附
行
為
及
び
登
記
事

項
証
明
書

申
請
者
が
個
人
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
住
民
票
の
写
し

三
申
請
者
が
法
第
五
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
十
六
条
第
二
項

各
号
及
び
同
条
第
三
項
第
四
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
の
規
定
に
該
当
し
な
い
こ
と

を
説
明
し
た
書
面

（略）

四（
新
規
）
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五
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
三
条
第
二
項
第
四
号
の
検
査
に

つ
い
て
準
用
す
る
ロ
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
条
の
八
の
二
中
「
令
第
十
五

条
の
三
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
、
「
令
第
十
五
条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用

す
る
同
条
第
一
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
性
能
検
査
の
業
務
の
引
継
ぎ
等
）

第
十
条
の
二
登
録
性
能
検
査
機
関
（
外
国
登
録
性
能
検
査
機
関
（
法
第
五
十
三

条
の
三
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
五
十
二
条
に
規
定
す
る
外
国
登

録
性
能
検
査
機
関
を
い
う
。
次
項
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
除
く
。
）

は
、
法
第
五
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
三
条
の
二
第
一
項
に

規
定
す
る
場
合
に
は
、
次
の
事
項
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
性
能
検
査
の
業
務
を
行
っ
た
事
務
所
ご
ど
に
、
当
該
事
務
所
の
所
在
地
を

管
轄
す
る
労
働
基
準
監
督
署
長
に
当
該
性
能
検
査
の
業
務
並
び
に
当
該
性
能

検
査
の
業
務
に
関
す
る
帳
簿
及
び
書
類
を
引
き
継
ぐ
こ
と
。

二
そ
の
他
性
能
検
査
の
業
務
を
行
っ
た
事
務
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
労
働

基
準
監
督
署
長
が
必
要
と
認
め
る
事
項

2

外
国
登
録
性
能
検
査
機
関
は
、
法
第
五
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
法

第
五
十
三
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
場
合
に
は
、
次
の
事
項
を
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

一
法
第
五
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
三
条
の
二
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
性
能
検
査
の
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
自
ら
行
う
こ
と
と
な
る

労
働
基
準
監
督
署
長
に
当
該
性
能
検
査
の
業
務
並
び
に
当
該
性
能
検
査
の
業

務
に
関
す
る
帳
簿
及
び
書
類
を
引
き
継
ぐ
こ
と
。

二
そ
の
他
前
号
の
労
働
基
準
監
督
署
長
が
必
要
と
認
め
る
事
項

（
公
示
）

第
十
条
の
一
一

第
一
条
の
十
一
の
規
定
は
、
登
録
性
能
検
査
機
関
に
つ
い
て
準
用

（
性
能
検
査
の
業
務
の
引
継
ぎ
等
）

第
十
条
の
二
登
録
性
能
検
査
機
関
は
、
法
第
五
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す

る
法
第
五
十
三
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
場
合
に
は
、
次
の
事
項
を
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
性
能
検
査
の
業
務
を
行
っ
た
事
務
所
ご
と
に
、
当
該
事
務
所
の
所
在
地
を

管
轄
す
る
労
働
基
準
監
督
署
長
に
当
該
性
能
検
査
の
業
務
並
び
に
当
該
性
能

検
査
の
業
務
に
関
す
る
帳
簿
及
び
書
類
を
引
き
継
ぐ
こ
と
。

二
そ
の
他
性
能
検
査
の
業
務
を
行
っ
た
事
務
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
労
働

基
準
監
督
署
長
が
必
要
と
認
め
る
事
項

（
新
設
）

（
公
示
）

第
十
条
の
一

第
一
条
の
十
一
の
規
定
は
、
登
録
性
能
検
査
機
関
に
つ
い
て
準
用
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す
る
ロ
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
の
表
中
「
第
三
十
八
条
第
一
項
」
と
あ
る

の
は
「
第
四
十
一
条
第
二
項
」
と
、
「
製
造
時
等
検
査
」
と
あ
る
の
は
「
性
能

検
査
」
と
、
「
第
四
十
七
条
の
一
ご
え
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
三
条
の
三
に
お
い

て
準
用
す
る
法
第
四
十
七
条
の
一
ご
と
、
「
第
四
十
九
条
」
と
あ
る
の
は
「
第

五
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
九
条
」
と
、
」
矧
到
叶
ヨ
剣
剣

一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
三
条
の
三
に
お
い
て
剰
刷
利
引
制
剣
到
叶
ヨ
剣

第
一
項
」
と
、
」
州
闘
到
剣
劉
謝
矧
斜
樹
到
樹
闘
叶
叶
刻
引
創
刊
刻
副
到
剣

倒
制
樹
到
樹
闘
叶
叶

1
」
剣
到
刊
ヨ
剣
剣
コ
胡
叶
日
制
引
例
吋
↓
剣
到
叶
ヨ
剰

の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
三
条
第
二
項
」
と
、
「
第
五
十
三
条
の
二

」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
三
条
の
二

」
と
、
「
都
道
府
県
労
働
局
長
」
と
あ
る
の
は
「
労
働
基
準
監
督
署
長
」
と
読

み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
三
章

登
録
個
別
検
定
機
関

（
登
録
の
申
請
）

第
十
二
条
法
第
五
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
六
条
第
一
項
の
登
録

の
申
請
を
し
よ
う
（
と
す
る
者
は
、
登
録
個
別
検
定
機
関
登
録
申
請
書
（
様
式
第

四
号
の
二
）
に
次
の
書
類
を
添
え
て
、
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

一
申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
定
款
又
は
寄
附
行
為
及
び
登
記
事

項
証
明
書
」
州
岡
制
剣
同
劇
寸
川
寸
剖
剖
剖
判
削
剥
刈
同
制
寸
寸
削
1
ゴ
判

ら
に
準
ず
る
も
の
）

二
申
請
者
が
個
人
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
住
民
票
の
写
し
斗
州
岡
阿
刷
倒
引

る
者
に
あ
っ
て
は
、
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
）

三
・
四
（
略
）

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
の
表
中
「
第
三
十
八
条
第
一
一
項
）
と
あ
る

の
は
「
第
四
十
一
条
第
二
項
」
と
、
「
製
造
時
等
検
査
」
と
あ
る
の
は
「
性
能

検
査
」
と
、
「
第
四
十
七
条
の
二
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
三
条
の
三
に
お
い

て
準
用
す
る
法
第
四
十
七
条
の
二
」
と
、
「
第
四
十
九
条
」
と
あ
る
の
は
「
第

五
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
九
条
」
と
、
」
剣
到
刊
ヨ
剣
叶
ー

と
あ
る
の
は
「
第
五
十
三
条
の
三
に
お
い
て
制
刷
利
引
制
剣
到
叶
ヨ
剣
叶
l
と、

「
第
五
十
三
条
の
二
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る

法
第
五
十
三
条
の
一
ご
と
、
「
都
道
府
県
労
働
局
長
」
と
あ
る
の
は
「
労
働
基

準
監
督
署
長
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
三
章

登
録
個
別
検
定
機
関

（
登
録
の
申
請
）

第
十
二
条
法
第
五
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
六
条
第
一
項
の
登
録

の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
登
録
個
別
検
定
機
関
登
録
申
請
書
（
様
式
第

四
号
の
二
）
に
次
の
書
類
を
添
え
て
、
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

一
申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
定
款
又
は
寄
附
行
為
及
び
登
記
事

項
証
明
書

申
請
者
が
個
人
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
住
民
票
の
写
し

三
・
四

（略）
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（
旅
費
の
額
等
に
係
る
準
用
）

第
十
七
条
の
二
第
一
条
の
八
の
こ
か
ら
第
一
条
の
八
の
固
ま
で
の
規
定
は
、
法

第
五
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
三
条
第
二
項
第
四
号
の
検
査
に
つ

い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
条
の
八
の
二
中
「
令
第
十
五
条

の
三
第
二
唄
」
と
あ
る
の
は
、
「
令
第
十
五
条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
同
条
第
一
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
個
別
検
定
の
業
務
の
引
継
ぎ
等
）

第
十
九
条
登
録
個
別
検
定
機
関
（
外
国
登
録
個
別
検
定
機
関
（
法
第
五
十
四
条

に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
五
十
二
条
に
規
定
す
る
外
国
登
録
個
別

検
定
機
関
を
い
う
。
次
項
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
除
く
。
）
は
、
法

第
五
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
三
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
場

合
に
は
、
次
の
事
項
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
厚
生
労
働
大
臣
又
は
個
別
検
定
の
業
務
を
行
っ
た
事
務
所
ご
と
に
、
当
該

事
務
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
労
働
局
長
に
当
該
個
別
検
定
の
業

務
並
び
に
当
該
個
別
検
定
の
業
務
に
関
す
る
帳
簿
及
び
書
類
を
引
き
継
ぐ
こ

シコ

二
そ
の
他
厚
生
労
働
大
臣
又
は
個
別
検
定
の
業
務
を
行
っ
た
事
務
所
の
所
在

地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
労
働
局
長
が
必
要
と
認
め
る
事
項

2

外
国
登
録
個
別
検
定
機
関
は
、
法
第
五
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五

十
三
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
場
合
に
は
、
次
の
事
項
を
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
ロ

一
法
第
五
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
又
は
個
別
検
定
の
業
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
自

ら
行
う
こ
と
と
な
る
都
道
府
県
労
働
局
長
に
当
該
個
別
検
定
の
業
務
並
び
に

当
該
個
別
検
定
の
業
務
に
関
す
る
帳
簿
及
び
書
類
を
引
き
継
ぐ
こ
と
。

二
そ
の
他
厚
生
労
働
大
臣
又
は
前
号
の
都
道
府
県
労
働
局
長
が
必
要
と
認
め

（
新
規
）

（
個
別
検
定
の
業
務
の
引
継
ぎ
等
）

第
十
九
条
登
録
個
別
検
定
機
関
は
、
法
第
五
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

五
十
三
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
場
合
に
は
、
次
の
事
項
を
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

一
厚
生
労
働
大
臣
又
は
個
別
検
定
の
業
務
を
行
っ
た
事
務
所
ご
と
に
、
当
該

事
務
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
労
働
局
長
に
当
該
個
別
検
定
の
業

務
並
び
に
当
該
個
別
検
定
の
業
務
に
関
す
る
帳
簿
及
び
書
類
を
引
き
継
ぐ
こ

〉」ロ

二
そ
の
他
厚
生
労
働
大
臣
又
は
個
別
検
定
の
業
務
を
行
っ
た
事
務
所
の
所
在

地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
労
働
局
長
が
必
要
と
認
め
る
事
項

（
新
設
）

司

t
噌

E
A



る
事
項

（公示）

第十九条の二厚生労働大臣は、次の表の上欄に掲げる場合には、同

表の下欄に掲げる事項を官報で告示しなければならないD

，，町、、 り
法第 法第 停定り第法第法

略 立」E母~ 止の登
，曲、、
略

録を
五 玉 を務業録五五 、』＿，，

十 十 命 を十十
取 一 四 じの取三四

消り 条第
条 た全り条第 条

と若部消
し 一 お き しー お
た 項 し、 。し、項 し、

きと。 規定の
て く又のて

用す準
はは規定用す準
部個別に

よ る の検よる

二I -I 一一
路

一一 一 ． 一
略あ又 及囲は部 停定 あ又個

登録 つは外 、の個別検定 止の登つは別登

、』回，，

て名称 国 び停停 を務業録て名検録
をは登 そ止止 命 をは称定個

取り 、及機録個別検定関

のをを じの取、及機別
そび 期問 命命のた全りそび関検

消し の所住並
じじ務業年若部消の住を定
たた 月 し代所除機

年月た 表者代の びに 個別検定 場全の日 し 、表者 並く関合 く又び。（
に部 ははのに）外

日氏法の あ又 一個氏法の国
名 人 氏 のつは 部別名人氏登
名 範てー の検 に名録

第
三
章
の
二

登
録
型
式
検
定
機
関

（
登
録
の
申
請
）

第
十
九
条
の
四
法
第
五
十
四
条
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
六
条
第
一

（公示）

第十九条の二厚生労働大臣は、次の表の上欄に掲げる場合には、同

表の下欄に掲げる事項を官報で告示しなければならない。

略 新設
命務を法第法第五

略じの取
た全り五

と若部消し十＝ 十
き。し、条

四
条

く又のに

はは規定 お

一個別検定 い部にて

の よ準用

停止の登り す

を業録る：

一 一 一一
略

新設

一 一 －、

定の つて部 B検個定lj 部の検定登
あは 略
つ名登

範囲 はの 停の録 て称録
、停 止業務 を は及個
及停止を取 、び別

び止をの命のり そ住検

そ命を命務業じ全消 の所定

の じ た若部し 代並機

期間 じたの年 表び関

た場ム口、全月し又 者に氏の

個別検 部日くは
の法

に又 は個 氏人名
あは 一別 名に又

第
三
章
の
ニ

登
録
型
式
検
定
機
関

（
登
録
の
申
請
）

第
十
九
条
の
四
法
第
五
十
四
条
の
こ
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
六
条
第
一
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項
の
登
録
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
登
録
型
式
検
定
機
関
登
録
申
請
書

（
様
式
第
四
号
の
二
）
に
次
の
書
類
を
添
え
て
、
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
定
款
又
は
寄
附
行
為
及
び
登
記
事

項
－
証
明
書
（
外
国
法
令
に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
た
法
人
に
あ
っ
て
は
、
こ
れ

ら
に
準
ず
る
も
の
）

二
申
請
者
が
個
人
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
住
民
票
の
写
し
（
外
国
に
居
住
す

る
者
に
あ
っ
て
は
、
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
）

三
・
四
（
略
）

（
旅
費
の
額
等
に
係
る
準
用
）

第
十
九
条
の
九
の
二
第
一
条
の
八
の
こ
か
ら
第
一
条
の
八
の
固
ま
で
の
規
定
は

、
法
第
五
十
四
条
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
三
条
第
二
項
第
四
号
の

検
査
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
条
の
八
の
二
中
「
令

第
十
五
条
の
三
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
、
「
令
第
十
五
条
の
三
第
二
項
に
お
い

て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
ロ

（
公
示
）

第
十
九
条
の
十
二
厚
生
労
働
大
臣
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、

同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
事
項
を
官
報
で
告
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（

略

）

一

、

一

（

略

）

～

法
第
五
十
四
条
の
こ
に
お
い
て
準
用
す
一
一
登
録
型
式
検
定
機
関
（
外
国
登

る
法
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
録
型
式
検
定
機
関
（
法
第
五
十
四

り
登
録
を
取
り
消
し
、
又
は
型
式
検
定
条
の
二
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準

の
業
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
停
止
用
す
る
法
第
五
十
二
条
の
こ
に
規

を

命

じ

た

と

き

。

定

す

る

外

国

登

録

型

式

検

定

機

関

を
い
う
。
以
下
こ
の
表
に
お
い
て

項
の
登
録
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
登
録
型
式
検
定
機
関
登
録
申
請
書

（
様
式
第
四
号
の
二
）
に
次
の
書
類
を
添
え
て
、
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
定
款
又
は
寄
附
行
為
及
び
登
記
事

項
証
明
書

申
請
者
が
個
人
で
あ
る
場
合
は
、

そ
の
住
民
票
の
写
し

三
・
四

（略）

（
新
規
）

（公示）

第十九条の十二厚生労働大臣は、次の表の上欄に掲げる場合には、

同表の下欄に掲げる事項を官報で告示しなければならないD

部式より用す第法
略

の検定登る五

停の録法第 十
止務業を 四
命を 取五条
のり十の

じ若全部 消ニ一
た し条に
と 、のお

きし又規tヒ， い
くはて
は型に準

一 一一
略

登録を

ては名称登

、及 録型式
そび

取

表者代の 住所並び 機検定関
り
消
し、

又 氏の法に の

は 名人氏

型式
に名
あ又

検 つは
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略
り る 法第
登
法第
録 五
を 五 十
取 十 四
り 一 条
消
条第
の

し
た 一
と 項 お
き の し、

。規定 て

準用

よ す

一 一、一 一
略

一
定つ一 部検定 あは同

立J立~ 名に又外 のて部型の 登つ名じ
録 あは国 範囲 はの式停の録て称。
を つ 名 '.5ヌ1担E． 、停検止務業をは及）

取 て 称 録型
及停止定を 取、びを

り iま 及 び止命をの命のりそ住除
消 、び 式 そ命を 務業じ全消の所く
し そ

住所並
検定
の じ た部し代並。

た の 期じたの年若 、表び）

年月日 者代表
機関
間た場全月し又者にの

び 型合部日くはの法氏
の 式に又 は型氏人名

の 法 氏 検あは 一式名に又

第
四
章

登
録
教
習
機
関

（
公
示
）

第
二
十
五
条
の
三
（
略
）

2

都
道
府
県
労
働
局
長
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
同
表
の
下

欄
に
掲
げ
る
事
項
を
当
該
都
道
府
県
労
働
局
の
掲
示
板
に
掲
示
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

（略）

法
第
七
十
七
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用

~I~ 

略 新設

一一
略 新

一
囲は部 停定

設 及 の型止の

び停停止式を務業
そ止 検定 命
の命をを じの
期間 命のた全
じじ務業年若部
たた月

型場メ口b、の日 し
式 全部 く
検定 に は
あ又一
のつは 部
範てー の

第
四
章

登
録
教
習
機
関

（
公
示
）

第
二
十
五
条
の
三
（
略
）

2

都
道
府
県
労
働
局
長
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
同
表
の
下

欄
に
掲
げ
る
事
項
を
当
該
都
道
府
県
労
働
局
の
掲
示
板
に
掲
示
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

（略）

法
第
七
十
七
条
第
三
項
に
お
い
て

~I~ 
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様
式
第
6
号
の

2

（第
1
条
の
8
の
5
関
係
）

す
る
法
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
登
録
を
取
り
消
し
、
又
は
技
能
講

習
若
し
く
は
教
習
の
業
務
の
全
部
若
し

く
は
一
部
の
停
止
を
命
じ
た
と
き
。

様
式
第
6
号
の

2

（第
1
条
の
8
の
2
関
係
）

準
用
す
る
法
第
五
十
三
条
の
規
定

に
よ
り
登
録
を
取
り
消
し
、
又
は

技
能
講
習
若
し
く
は
教
習
の
業
務

の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
停
止
を

命
じ
た
と
き
。

噌・4nJ
“
 



三
産
業
安
全
専
門
官
及
び
労
働
衛
生
専
門
官
規
程
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
四
十
六
号
）

【
平
成
二
十
七
年
六
月
一
日
施
行
】

（
第
三
条
関
係
）

（傍線の部分は改正部分）

別
（記

別添 様式

8 
、ー，，，

改

正

案

別

記様式

現

行

円
A
円

A



四
作
業
環
境
測
定
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
年
労
働
省
令
第
二
十
号
）

【
平
成
二
十
七
年
六
月
一
日
施
行
】

（
第
四
条
関
係
）

（傍線の部分は改正部分）

第

き。若部又項る第ー）略掲示は十公

しは規定の 十ー 示しし、表同条示） 

ーしよ衛生 れ 下
部くり ＝ ば 欄
のは登法第 項 な に
停研修録 に ら 掲げ 府

止 を五お な局 働県労局
改

命をの取十い い長る
務業り三て D に事

じ 消条第用準 あ項
たのし つてを、長等

正

略 略 略 は厚生 は

案

にあ 欄上

つに

のては掲げ

示掲報官る

板で場合

第

（）略の修り十用準す法第ー（略） に告に五（
停の消ニ 掲示は十公
止務業し条 ニ 示し、ー示
命を 、のる十 なL 、同条）

の又規定働全労安 二 都道 表じ全は けの

たと 若部 講習若 によ 条第＝ れば働府県労 欄下 都府所轄道県
きし り衛生 項 な に

現くし登 に ら 掲げ
はく録法第 お な局

ーはを ｜｜い い長事項をる働労部研取五て 。に

（ （略（ つあ 長等局

略 ）略 ては厚生 は

行

臣の
に上
あ欄
つに

のて掲げ

掲官報は る

示板で場合

q
u
 

η
G
 



五
労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
六
十
一
年
労
働
省
令
第
二
十
号
）
（
第
五
条
関
係
）

【

平

成

二

十

七

年

十

二

月

一

日

施

行

】

（

傍

線

の

部

分

は

改

正

部

分

）

改

正

案

（
法
第
四
十
五
条
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
等
）

第
四
十
条
（
略
）

2

労
働
安
全
衛
生
法
第
十
三
条
第
一
項
の
健
康
管
理
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令

で
定
め
る
事
項
の
う
ち
派
遣
中
の
労
働
者
に
関
し
て
法
第
四
十
五
条
第
一
項
の

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
の
事
項
で
医
学
に
関
す
る
専
門
的
知
識

を
必
要
と
す
る
も
の
と
す
る
。

一
労
働
安
全
衛
生
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
二
号
）
第
十
四

条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
の
う
ち
労
働
安
全
衛
生
法
第
六
十
六
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
健
康
診
断
（
前
項
の
健
康
診
断
を
含
む
。
）
の
実
施
及

び
そ
の
結
果
に
基
づ
く
労
働
者
の
健
康
を
保
持
す
る
た
め
の
措
置
に
関
す
る

こ
シ
コ

二
労
働
安
全
衛
生
規
則
第
十
四
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項

三
労
働
安
全
衛
生
規
則
第
十
四
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項

四
労
働
安
全
衛
生
規
則
第
十
四
条
第
一
項
第
七
号
に
掲
げ
る
事
項

五
労
働
安
全
衛
生
規
則
第
十
四
条
第
一
項
第
八
号
に
掲
げ
る
事
項
の
う
ち
労

働
安
全
衛
生
法
第
五
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
衛
生
の
た

め
の
教
育
に
関
す
る
こ
と
ロ

3

労
働
安
全
衛
生
法
第
十
八
条
第
一
項
各
号
の
事
項
の
う
ち
派
遣
中
の
労
働
者

に
関
し
て
法
第
四
十
五
条
第
一
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
の

と
お
り
と
す
る
。

一
・
二
（
略
）

三
労
働
安
全
衛
生
法
第
十
八
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
の
う
ち
次
に

現

行

（
法
第
四
十
五
条
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
等
）

第
四
十
条
（
略
）

2

労
働
安
全
衛
生
法
第
十
三
条
第
一
項
の
健
康
管
理
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令

で
定
め
る
事
項
の
う
ち
派
遣
中
の
労
働
者
に
関
し
て
法
第
四
十
五
条
第
一
項
の

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
の
事
項
で
医
学
に
関
す
る
専
門
的
知
識

を
必
要
と
す
る
も
の
と
す
る
。

一
労
働
安
全
衛
生
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
二
号
）
第
十
四

条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
の
う
ち
労
働
安
全
衛
生
法
第
六
十
六
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
健
康
診
断
（
前
項
の
健
康
診
断
を
含
む
。
）
の
実
施
及

び
そ
の
結
果
に
基
づ
く
労
働
者
の
健
康
を
保
持
す
る
た
め
の
措
置
に
関
す
る

こ
ト
コ

（
新
設
）

（
新
設
）

二
労
働
安
全
衛
生
規
則
第
十
四
条
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
事
項

三
労
働
安
全
衛
生
規
則
第
十
四
条
第
一
項
第
六
号
に
掲
げ
る
事
項
の
う
ち
労

働
安
全
衛
生
法
第
五
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
衛
生
の
た

め
の
教
育
に
関
す
る
こ
と
。

3

労
働
安
全
衛
生
法
第
十
八
条
第
一
項
各
号
の
事
項
の
う
ち
派
遣
中
の
労
働
者

に
関
し
て
法
第
四
十
五
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
の

と
お
り
と
す
る
。

一
・
二
（
略
）

三
労
働
安
全
衛
生
法
第
十
八
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
の
う
ち
次
に
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掲
げ
る
も
の

イ
（
略
）

ロ
労
働
安
全
衛
生
規
則
第
二
十
二
条
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
の
う
ち
前
項

第
五
号
に
規
定
す
る
衛
生
の
た
め
の
教
育
に
係
る
も
の
に
関
す
る
こ
と
ロ

ハ
・
ニ
（
略
）

（略）

4
1
8
 

掲
げ
る
も
の

イ
（
略
）

ロ
労
働
安
全
衛
生
規
則
第
二
十
二
条
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
の
う
ち
前
項

第
三
号
に
規
定
す
る
衛
生
の
た
め
の
教
育
に
係
る
も
の
に
関
す
る
こ
と
。

ハ
・
ニ
（
略
）

4
1
8

（略）

F
O
 

n
4
 



六
厚
生
労
働
省
の
所
管
す
る
法
令
の
規
定
に
基
づ
く
民
間
事
業
者
等
が
行
う
書
面
の
保
存
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
省
令

働
省
令
第
四
十
四
号
）
（
第
六
条
関
係
）

【
平
成
二
十
七
年
十
二
月
一
日
施
行
〕

改

正

案

別
表
第
表
一

（第三条及び第四条関係）

rヘ

七 働安全労

，戸、、

略 略

三則
十（

二和昭
）号 四

十

略 略
録第 よ 第 よ 第 る 第

略
〆’‘、

の百 る 五
検査る
五

面接指導

五 略

保存 十一
接面指導

十 十 十
、ー，〆

五 条 の 条 条
条 の 果結

の の の
の の 十 十 結 ー－ノ~

一
結果 八第
の＝ 果第

の 記録 第一の一
規定
の 録記 項の
録記 項
の項
の 保存 の の規

よ の 規定 規定
保定

る 保存
存に

記 よ

表

（略）
（
第
五
条
、

第
六
条
及
び
第
七
条
関
係
）

（略）
（略）

第
五
十
二
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ

別
労｜（｜表
働｜略｜第
安 1'-"'I二
aノ＼
ゴ二

衛
生
規
則

（
平
成
十
七
年
厚
生
労

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

現

行

別
表
第
表一

（第三条及び第四条関係）

略 七 働安全労 略

ニ則規

十（
二昭

号） 和四

十

略 略
録の 第百

る 第 f園、、 ，陣、、

接指面導

玉 略 略

保存 十一
十

、．，，，

五 条
条 の の
の 結果

-A 
一 第一
の の 一

規定 記録
項
の
の 規定

よ 保
る 存
記 よ

表

（略）

別
表
第
二
（
第
五
条
、

（略）
労
働
安
全
衛
生
規
則
第
六
条
及
び
第
七
条
関
係
）

（略）
（略）

第
五
十
二
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
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略

略 略
録第 よ 第 よ第 る
百 る 五

検査る 五十一指接面導
接面指導

十
十
玉 条 の条
条 の

結果 十の
の

の の
十八 結果
結果
のニ

の 第
録記 第一の

規定
の

録記
録記
項 の項
の 成作： の の

よ の
規定 成作

る
成作

規定

記

略ユ

略 略
録第 る
百

接指面導の
一
玉十

条
の

結果一
一
の の

規定 録記

の
よ

成作
る
記

マa
η
，“
 


